
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
た
一
九
三
○
年
代
末
、
日
本
本
国
の
米
穀
需
給
関
係
は
、
植
民
地
に
お
け
る
消
費
量
が
増
加
し
て
対
日
移
出
が
停

（
１
）

滞
・
漸
減
し
て
い
た
が
、
三
○
年
代
半
ば
の
米
過
剰
に
よ
る
多
量
の
繰
越
が
漸
次
消
費
さ
れ
比
較
的
安
定
し
て
い
た
（
以
下
、
表
ｌ
）
。
と

こ
ろ
が
三
九
年
の
西
日
本
と
朝
鮮
の
深
刻
な
旱
害
に
よ
り
、
本
国
自
体
は
む
し
ろ
増
収
と
な
っ
た
が
朝
鮮
で
は
大
幅
な
減
収
と
な
り
、
さ
ら

に
同
地
の
消
費
増
も
加
わ
っ
て
対
日
移
出
量
が
激
減
し
、
本
国
の
米
穀
需
給
は
に
わ
か
に
逼
迫
し
た
。
一
九
二
○
年
代
末
に
日
本
本
国
は
、

本
国
・
植
民
地
の
増
産
と
植
民
地
米
移
入
の
増
加
に
よ
り
、
植
民
地
を
含
め
た
「
自
給
」
を
達
成
し
て
い
た
か
ら
、
深
刻
な
米
不
足
と
多
量

の
外
米
輸
入
は
一
九
一
○
年
代
末
以
来
の
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
一
九
三
九
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
米
穀
配
給
統
制
法
は
、
突
然
の
深
刻
な
米
不
足
と
価
格
統
制
に
よ
り
出
廻
り
が
極
度
に
悪

化
し
、
取
引
市
場
を
管
理
下
に
置
く
と
い
う
構
想
は
頓
挫
し
て
そ
の
機
能
を
停
止
し
た
。
翌
年
に
は
米
穀
管
理
規
則
が
定
め
ら
れ
、
こ
こ
に
、

（
２
）

政
府
の
管
理
・
統
制
に
よ
る
米
穀
供
出
・
配
給
制
度
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

は
じ
め
に

戦
時
期
の
外
米
輸
入

戦
時
期
の
外
米
輸
入

’
一
九
四
○
～
四
三
年
の
大
量
輸
入
と
備
蓄
米

大
豆
生
田
稔

七
七



(1,000石）

1人当た

り消費量

｢壼壼T==1z= (石）

鈩
ｌ
〕
戸
胎
』
〔
し
〕
の
’
し
ハ
ト
し
向
必
』
炉
／
と
ｎ
劃
し

３
９
２
０
７
２
１
８

１
３
１
１
３
１
３
３

1．U4／

1．111

1．112

1．103

1.072

0.974

0.99〔

1.025

0.95（

統計年報昭和二十三年度版」1948年．『同昭和二十五年版』1950

一
九
四
○
年
春
か
ら
は
植
民
地
米
移
入
が
急
減
す

る
一
方
で
、
外
米
輸
入
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
、

四
○
～
四
三
年
に
急
増
し
て
い
っ
た
。
同
時
に
、
精

米
率
を
低
減
さ
せ
た
「
七
分
搗
米
」
が
配
給
さ
れ
、

ま
た
玄
米
食
が
奨
励
さ
れ
る
ほ
か
、
年
齢
・
性
別
・

労
働
な
ど
に
よ
り
消
費
量
を
詳
細
に
定
め
た
配
給
制

度
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、
消
費
の
節
約
が
す
す
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
時
下
に
本
格
化
す
る
外
米
輸
入
に
つ
い
て
は
、

戦
後
間
も
な
い
一
九
五
○
年
前
後
か
ら
、
政
策
担
当

者
に
よ
り
執
務
資
料
な
ど
を
用
い
た
研
究
が
は
じ
ま

（
３
）り
、
ま
た
総
力
戦
体
制
下
の
農
業
統
制
政
策
の
一
環

（
４
）

と
し
て
の
食
糧
政
策
や
、
「
日
満
支
」
ブ
ロ
ッ
ク
に

（
５
）

よ
る
自
給
構
想
な
ど
の
研
究
が
す
す
ん
だ
。
ま
た
近

年
で
は
、
戦
時
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
食
糧
統
制
政

策
の
展
開
が
、
政
策
決
定
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
や
、

官
僚
の
行
動
、
官
僚
機
構
な
ど
に
注
目
し
て
研
究
さ

（
６
）

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
総
力
戦
体
制
が
形
成
さ
れ
る

七
八

合計 移
量
輸
出
繰越量
(次年度

へ）

消費量 人口

(1,000人）

5,213

5,903

7,069

5,378

5,167

7,992

7,198

7,532

8,953

8,435

8,971

6,736

10,149

5,690

395

3,306

5,235

0

3,500

1,421

0

2,187

2,638

2,431

2,254

2,185

2,699

3,419

4,217

5,124

4,511

4,824

4,856

4,971

3,962

2,784

1,970

1,702

1,638

1,300

151

0

7,400

8,541

9,499

7,632

7,352

10,691

10,617

11,749

14,077

12,946

13,795

11,592

15,120

9,653

3,179

5,276

6,937

1,638

4,800

1,572

0

9,541

12,670

11,256

8,909

8,602

11,522

11,604

12,748

14,251

13,020

14,204

11,879

15,271

9,809

11,166

15,103

15,681

7,227

4,800

1,572

109

74,746

74,231

79,124

77,053

75,188

84,116

76,266

82,081

94,203

81,609

81,883

7,048

88,958

84,499

83,397

79,800

78,859

78,512

71,730

61,647

556

1,300

1,007

557

558

1,998

678

624

937

802

557

648

587

766

944

1,003

700

628

450

234

0

5,968

5,766

7,840

7,028

5,719

9,140

8,907

9,008

16,431

9,936

8,007

7,512

8,493

4,061

4,357

7,070

4,386

3,483

2,091

67

68,222

67,165

70,276

69,468

68,910

72,978

66,681

72,449

76,835

70,871

73,319

78,889

79,877

79,671

78,095

71,727

73,773

74,401

69,190

60,347

61,329

62,245

63,164

64,051

64,993

65,904

66,920

67,805

69,008

70,024

70,977

71,800

72,216

72,844

73,666

74,497

72,568

72,398

72,805

74,024



米穀需給表1

年度

云云〒三下元弓雪ョ
戦
時
期
の
外
米
輸
入

ｼ30

931

932

933

934

935

936

937

938

939

940

941

942

943

944

945

946

出典：食糧管理局「米穀摘要・米麦関係法規」1942年、同『食糧管理

注:年度は米穀年度（前年ll月1日～当年10月31日)。空欄は数値不明

な
か
で
、
食
糧
需
給
が
逼
迫
し
て
大
量
の
外
米
輸
入

が
応
急
的
に
は
じ
ま
り
、
輸
入
依
存
か
ら
の
「
脱
却
」

が
と
な
え
ら
れ
な
が
ら
も
長
期
化
し
、
太
平
洋
戦
争

末
期
に
は
そ
れ
が
杜
絶
し
て
い
く
過
程
や
、
そ
の
意

義
に
着
目
し
た
研
究
は
少
な
い
。

本
稿
は
、
戦
時
下
の
一
九
四
○
～
四
三
年
に
本
格

化
し
た
外
米
輸
入
に
つ
い
て
、
特
に
輸
入
が
急
増
し

長
期
化
す
る
過
程
、
お
よ
び
戦
時
の
食
糧
供
給
に
お

け
る
そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
太

平
洋
戦
争
末
期
に
は
米
国
の
戦
略
諜
報
局
も
こ
の
輸

入
急
増
に
注
目
し
て
お
り
、
同
局
が
作
成
し
た
敵
国

日
本
の
食
糧
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告
書
な
ど
も
参

照
し
な
が
ら
、
急
増
し
た
外
米
輸
入
を
戦
時
の
食
糧

問
題
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

七
九

繰越量
(前年度

より）

牛産景
(前年の

収穫）

前年度

内の消

費量

次年度

産米に

食い込

み量

5,500

5,968

5,766

7,840

7,028

5,719

9,140

8,907

9,008

16,431

9,936

8,007

7,512

8,493

4,061

4,357

7,070

4,386

3,483

2,091

59,704

55,593

62,103

60,303

59,558

66,876

55,215

60,390

70,829

51,840

57,457

67,340

66,320

65,869

68,964

60,874

55,088

66,776

62,887

58,559

39,149

860

1,167

1,202

1,317

1,635

1,920

1,742

1,597

1,924

1,128

594

1,614

1,738

2,298

1,724

1,167

1,202

1,317

1,635

1,920

1,742

1,597

1,924

1,128

594

1,614

1,738

2,298

1,724

3,336

０
８
１
１
０
０
１
４
６
１
２
１
０
０
９

５
１
１
２
１
１
１
２

８
２
６
９
751

559

719

0

７
９
？
，
，

１

２
．
３
５
３

639

205

008

043

090

728

891

911

0

235

354

８
０
０

０２

893

903

390

177

0

７
９
７
，
７
７
，
？

１
１
１
１

１
２
３
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
2,802

2,916

268

120

０
０
０

2,142

4,129

1,756

1,278

1,250

831

986

999

174

74

410

287

151

156

7,987

9,827

9,214

6,016

495

1

011



（
１
）
外
米
輸
入
の
再
開

朝
鮮
米
移
入
の
激
減
に
直
面
し
た
政
府
は
、
一
九
三
九
年
三
月
二
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
四
○
米
穀
年
度
（
前
年
二
月
～
当
年
一
○

月
、
以
下
「
年
度
」
は
米
穀
年
度
）
の
供
給
量
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
量
の
外
米
を
輸
入
す
る
こ
と
を
決
め
、
「
政
府
は
〔
昭
和
〕
十
五

（
７
）

米
穀
年
度
に
お
け
る
供
給
数
量
の
確
保
を
計
る
た
め
外
国
米
を
輸
入
す
る
こ
と
と
し
手
配
を
定
め
目
下
進
行
中
」
と
発
表
し
た
。
当
初
予
想

（
８
）

さ
れ
た
植
民
地
米
移
入
量
は
、
台
湾
米
に
つ
い
て
は
五
○
○
万
石
程
度
で
あ
っ
た
が
、
四
○
年
度
内
に
実
現
し
た
の
は
二
七
八
万
石
に
と
ど

ま
っ
た
。
朝
鮮
米
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
「
統
計
の
う
へ
に
お
い
て
は
内
地
移
出
の
余
地
は
全
然
無
い
」
と
絶
望
視
さ
れ
て
お
り
、
同
年

度
内
に
実
現
し
た
移
入
量
は
三
九
万
石
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
同
年
度
の
植
民
地
米
移
入
量
は
合
計
三
一
八
万
石
で
あ
っ
た
が
、
三
七
年
度
の

二
五
九
万
石
、
三
八
年
度
の
一
五
一
二
万
石
、
三
九
年
度
の
九
六
五
万
石
と
比
較
す
れ
ば
三
分
の
一
以
下
に
激
減
し
た
の
で
あ
る
。

政
府
の
対
策
の
第
一
は
消
費
の
節
約
で
あ
っ
た
。
精
米
歩
合
の
低
減
、
混
食
代
用
食
の
奨
励
、
酒
造
米
の
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
四
二
○
万

（
９
）

（
岨
）

石
の
節
約
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
の
第
二
は
外
米
の
輸
入
で
あ
り
、
政
府
は
直
ち
に
六
○
○
万
石
の
買
付
を
手
配
し
た
。
政
府
の
第
一
回
外
米

（
ｕ
）

買
付
は
一
二
○
万
石
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
一
二
月
半
ば
に
は
第
二
回
買
付
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
で
は
、
年
末
年
始
か
ら
外

（
吃
）

米
の
輸
送
船
が
入
港
し
て
深
川
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
「
初
荷
は
お
米
の
宝
船
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
米
穀
輪
移
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
三
○

年
代
半
ば
か
ら
輸
入
量
は
微
量
と
な
り
、
三
九
年
度
ま
で
は
移
入
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
が
、
四
○
年
度
か
ら
は
移
入
が
激
減
す
る
一
方
で
、

第
一
節
外
米
輸
入
の
急
増

一
一
九
三
九
年
の
需
給
逼
迫
と
外
米
輸
入

八
○



同
年
末
か
ら
は
、
消
費
節
約
の
た
め
精
米
率
を
落
と
し
た
「
七
分
搗
米
」
が
奨
励
さ
れ
た
。
七
分
搗
の
内
地
米
は
黒
み
を
帯
び
た
が
、
外

米
は
輸
出
地
で
精
米
さ
れ
て
船
積
み
さ
れ
た
か
ら
白
色
で
あ
っ
た
。
内
地
米
に
外
米
が
混
じ
ら
れ
た
配
給
米
は
、
〃
霜
降
米
″
と
も
称
さ
れ
、

に
わ
か
に
登
場
し
た
外
米
混
入
の
配
給
米
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
。

（
２
）
消
費
の
進
展

多
量
の
外
米
が
到
着
す
る
と
と
も
に
、
東
京
で
は
一
九
四
○
年
三
月
か
ら
、
配
給
米
に
外
米
が
混
ぜ
ら
れ
て
消
費
者
の
食
膳
に
の
ぼ
る

（
咽
）

よ
う
に
な
り
、
「
大
正
八
年
の
米
騒
動
の
時
以
来
廿
二
年
ぶ
り
で
外
国
米
が
登
場
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
三
九
年
三
月
か
ら
翌
四
○
年

五
月
に
配
給
さ
れ
た
政
府
米
・
管
理
米
は
全
国
で
七
七
八
万
石
、
う
ち
「
内
地
米
」
が
三
七
五
万
石
、
朝
鮮
米
が
二
一
万
石
、
台
湾
米
が

一
○
六
万
石
、
中
国
米
が
二
五
万
石
で
あ
っ
た
が
、
外
米
は
二
五
○
万
石
（
三
二
％
）
を
占
め
、
東
京
・
大
阪
な
ど
六
大
都
市
や
福
岡
な
ど

（
Ｍ
）

の
都
市
を
中
心
に
、
県
外
か
ら
の
供
給
を
あ
お
ぐ
各
府
県
に
広
く
分
配
さ
れ
た
。
し
か
も
、
消
費
者
の
飯
米
に
は
均
一
に
外
米
が
混
じ
ら
れ

一
○
六
万
石
、
中
冒

の
都
市
を
中
心
に
、

る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
三
年
度
に
か
け
て
輸
入
量
が
激
増
し
た
の
で
あ
る
（
表
１
）
。

東
京
の
食
卓
に
も
い
よ
ノ
ー
〃
霜
降
米
″
が
提
供
さ
れ
る
、
昨
年
来
政
府
が
輸
入
し
た
白
い
外
地
米
、
い
は
ゆ
る
南
京
米
が
十
二
日
か

ら
東
京
市
内
に
も
配
給
さ
れ
る
、
米
屋
さ
ん
も
や
む
な
く
黒
い
七
分
搗
に
混
ぜ
て
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
ふ
わ
け
で
、
遅
く
と
も

来
週
あ
た
り
か
ら
こ
の
〃
霜
降
御
飯
″
が
家
庭
の
食
卓
を
賑
は
す
こ
と
に
な
り
さ
う
だ
、
こ
の
た
め
東
京
府
商
務
課
で
は
十
二
日
中
に

指
示
価
格
を
決
定
発
表
す
る
が
、
二
割
の
混
米
と
し
て
一
斗
（
約
十
四
キ
ｇ
に
つ
い
て
一
五
銭
か
ら
廿
銭
安
く
な
り
、
味
も
殆
ん
ど

〔
そ
〕

変
ら
な
い
さ
う
だ
、
〃
霜
降
米
″
の
配
給
は
大
阪
・
神
戸
・
京
都
そ
の
他
大
都
市
で
は
既
に
試
験
済
み
、
□
れ
以
上
混
用
す
る
場
合
は

戦
時
期
の
外
米
輸
入

八
一



さ
ら
に
五
月
二
日
か
ら
は
、
混
入
率
が
一
時
的
に
七
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
政
府
所
有
米
は
東
京
市
中
の
飯
米
を
一
手
に
取
り
扱
う

東
京
府
米
穀
卸
商
業
組
合
へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
が
、
内
地
米
三
万
俵
（
一
俵
は
四
斗
）
、
外
米
四
万
袋
（
一
袋
は
七
斗
）
で
あ
り
、
内
地
米

（
岨
）

三
割
・
外
米
七
割
の
割
合
と
な
っ
た
。
五
月
下
旬
に
外
米
混
入
率
は
い
っ
た
ん
五
割
四
分
に
下
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
入
荷
し
た
台
湾
米
が
、

（
四
）

外
米
七
割
の
う
ち
の
約
二
割
相
当
分
に
充
当
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
、
六
月
初
旬
に
は
再
び
七
割
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

（
卯
）た
。
配
給
米
の
内
訳
は
、
外
米
七
割
・
台
湾
米
一
割
・
内
地
米
二
割
と
な
り
、
台
湾
米
は
据
え
置
か
れ
内
地
米
が
減
少
す
る
一
方
で
、
外
米

安
価
な
外
米
が
一
律
に
混
じ
ら
れ
た
た
め
価
格
は
下
が
っ
た
が
、
食
味
は
内
地
米
と
「
殆
ん
ど
変
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。
東
京
府
商
務
課

長
も
「
慣
れ
、
ば
平
気
」
と
し
た
が
、
続
け
て
「
二
割
混
用
な
ら
殆
ん
ど
味
が
変
ら
な
い
、
か
へ
つ
て
う
ま
い
と
い
ふ
人
も
あ
っ
た
が
、
五

割
以
上
に
な
る
と
バ
サ
ノ
、
し
過
ぎ
て
ね
ば
り
の
強
い
米
を
食
べ
つ
け
て
ゐ
る
わ
れ
〆
、
に
は
不
向
き
」
と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
食
味

と
こ
ろ
が
外
米
混
入
率
は
、
一
九
四
○
年
度
の
端
境
期
が
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
急
速
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
推
移
を
東
京
を

例
に
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
四
○
年
五
月
初
旬
に
は
混
入
率
が
六
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
す
で
に
、
二
割
混
入
で
も
「
ま
づ
い
」
と
の
評

が
あ
っ
た
が
、
早
々
に
六
割
へ
と
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
恥
）

は
混
入
割
合
に
左
右
さ
れ
た
。

ま
づ
い
御
飯
と
不
評
判
の
外
米
が
い
よ
い
よ
六
割
混
入
と
な
る
け
ふ
〔
五
月
〕

（
Ⅳ
）

ら
管
下
各
署
に
通
告
さ
れ
た
。

（
喝
）

更
に
糯
米
を
混
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

一
日
、
こ
の
値
段
厳
守
の
き
つ
い
お
達
し
が
警
視
庁
か

八
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各
署
に
取
締
り
を
通
達
し
た
。

（
３
）
外
米
依
存
か
ら
の
脱
却
は
可
能
か

一
九
四
○
年
八
月
の
全
国
作
況
は
「
梢
良
」
と
な
り
、
翌
四
一
年
度
に
は
「
完
全
に
外
米
依
存
性
よ
り
脱
却
し
得
る
見
込
が
つ
い
た
」
と

（
詔
）

報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
鮮
に
お
い
て
も
「
普
通
作
」
と
な
り
、
前
年
比
一
○
○
○
万
石
の
増
産
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

米
穀
管
理
規
則
が
閣
議
決
定
し
た
九
月
頃
か
ら
、
政
府
は
、
外
米
輸
入
の
脱
却
が
困
難
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
規
則
は
、
農
家
に
割
り
当
て
ら
れ
た
管
理
米
を
政
府
が
買
い
入
れ
、
計
画
的
な
配
給
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
を
円
滑
に

す
す
め
る
た
め
政
府
は
二
○
○
○
万
石
に
お
よ
ぶ
大
量
の
管
理
米
の
買
入
れ
を
計
画
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
外
米
輸
入
を
促
進
し
よ
う
と
し

六
月
上
旬
に
な
る
と
、
政
府
所
有
米
は
内
地
米
・
植
民
地
米
・
外
米
合
わ
せ
て
三
五
○
万
石
に
達
し
た
と
い
わ
れ
、
一
九
四
○
年
端
境
期

（
劃
）

は
「
大
体
に
お
い
て
峠
を
越
し
」
た
と
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
米
・
台
湾
米
輪
移
入
が
計
画
通
り
す
す
め
ば
、
端
境
期
を
「
異
常

な
く
切
抜
け
得
る
見
透
し
」
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
六
月
に
は
一
時
、
外
米
混
入
を
停
止
し
て
「
ま
じ
り
け
の
な
い
七
分
搗
」
を
配
給
し
た

（
〃
）

が
、
こ
れ
は
、
外
米
を
「
あ
ま
り
使
ひ
過
ぎ
た
の
で
ス
ト
ッ
ク
が
な
く
な
」
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
六
月
下
旬
か
ら
は
、
再
び

外
米
二
割
四
分
二
厘
・
内
地
米
七
割
五
分
八
厘
の
〃
霜
降
米
″
と
な
り
、
さ
ら
に
同
月
末
に
は
、
外
米
混
入
率
は
六
割
五
分
に
引
き
上
げ
ら

（
羽
）

れ
た
。
七
月
末
に
は
大
麦
新
麦
の
出
廻
り
と
と
も
に
、
外
米
の
麦
飯
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
「
従
来
の
麦
飯
常
識
で
は
割
切

（
割
）

れ
ぬ
新
し
い
麦
飯
の
驚
異
を
現
出
す
る
」
も
の
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
笏
）

一
九
四
○
年
秋
の
収
穫
期
に
入
る
と
、
一
○
月
下
旬
に
は
外
米
混
入
率
が
二
割
三
分
に
低
下
し
、
翌
四
一
年
二
月
末
ま
で
、
し
ば
ら
く
混

（
妬
）

（
”
）

入
は
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
囚
○
年
三
月
か
ら
は
小
麦
の
「
強
制
混
入
」
も
あ
っ
た
が
同
年
内
に
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。

だ
け
が
増
量
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
い
よ
Ｉ
、
戦
時
体
制
米
の
味
覚
」
と
評
さ
れ
、
警
視
庁
経
済
保
安
課
は
既
定
の
配
給
を
徹
底
す
る
た
め

戦
時
期
の
外
米
輸
入
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す
な
わ
ち
、
石
黒
忠
篤
農
林
大
臣
は
一
九
四
○
年
九
月
、
政
府
所
有
米
と
管
理
米
の
「
増
強
」
を
は
か
る
た
め
、
酒
造
米
の
制
限
、
代
用

食
の
奨
励
、
精
米
歩
合
の
制
限
に
よ
る
消
費
節
約
、
政
府
供
出
米
の
増
強
、
お
よ
び
外
米
輸
入
の
促
進
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
四
○
年
産
米

は
内
外
地
と
も
に
「
増
産
目
標
に
達
し
難
」
く
、
し
か
も
消
費
は
「
依
然
増
加
」
の
傾
向
に
あ
る
と
し
、
次
年
度
の
需
給
関
係
は
「
容
易
に

楽
観
を
許
さ
ぎ
る
も
の
が
」
あ
る
と
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
米
・
管
理
米
を
確
保
し
、
消
費
の
規
制
を
「
強
化
す
る
必
要
が
痛
切
に

（
鋤
）

感
ぜ
ら
る
」
た
め
、
外
米
や
雑
穀
な
ど
か
ら
の
「
離
脱
を
希
望
す
る
が
如
き
こ
と
な
く
益
々
節
米
を
実
践
」
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
外

米
の
混
入
比
率
を
減
ら
す
と
「
飯
米
の
食
味
向
上
」
に
よ
る
消
費
増
加
が
著
し
く
な
り
、
「
節
米
に
逆
行
す
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

（
例
）

政
府
は
「
深
甚
の
考
慮
」
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
外
米
輸
入
と
そ
の
混
入
の
継
続
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
○
年
二
月
に
は
、
第
二
回
収
穫
予
想
が
六
四
一
七
万
石
（
前
年
比
一
二
％
減
）
と
発
表
さ
れ
て
国
内
産
米
の
減
収
が
確
定
的
に

（
錫
）

な
り
、
ま
た
、
植
民
地
の
消
費
拡
大
に
よ
り
朝
鮮
米
・
台
湾
米
の
移
入
増
も
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
現
実
と
な
っ
た
。
実
際
、
同
年
産
米

の
実
収
高
は
さ
ら
に
減
じ
て
六
○
八
七
万
石
と
な
り
、
四
一
年
度
の
植
民
地
米
移
入
量
は
前
年
よ
り
若
干
回
復
し
た
が
五
二
八
万
石
に
と
ど

ま
っ
た
。
農
林
省
農
務
局
長
の
周
藤
英
雄
は
四
一
年
一
月
、
四
一
年
度
の
米
穀
需
給
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
豹
）
た
。

朝
鮮
な
り
台
湾
に
お
け
る
消
費
の
増
加
は
非
常
な
数
量
に
上
っ
て
ゐ
る
、
こ
の
趨
勢
は
必
ず
や
：
：
：
一
時
的
の
現
象
で
は
な
く
て
将
来

と
も
相
当
消
費
の
増
加
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
な
く
ち
や
な
ら
ん
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
し
て
は
朝
鮮
・
台
湾

か
ら
の
移
入
と
い
ふ
こ
と
は
、
年
々
減
っ
て
来
な
い
で
は
ゐ
な
い
状
況
に
あ
り
、
況
ん
や
一
昨
年
の
凶
作
の
後
を
う
け
た
朝
鮮
に
見
ま

す
と
、
昨
年
あ
た
り
は
朝
鮮
か
ら
の
移
入
と
い
ふ
も
の
が
非
常
に
減
っ
て
を
り
ま
す
、
…
：
．
要
す
る
に
内
地
の
米
穀
事
情
か
ら
見
ま
す

（
調
）

と
、
外
地
だ
け
に
依
存
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
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こ
う
し
て
、
植
民
地
米
の
移
入
だ
け
で
は
需
要
量
を
充
足
で
き
な
い
状
態
が
継
続
し
、
次
年
度
も
外
米
輸
入
が
必
要
と
説
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
九
四
一
年
二
月
に
湯
河
元
威
食
糧
管
理
局
長
官
は
、
外
米
の
輸
入
量
が
な
お
「
相
当
額
に
達
し
」
て
お
り
、
「
万
一
こ
れ
が
入

（
鈍
）

手
困
難
」
と
な
れ
ば
需
給
が
さ
ら
に
「
窮
屈
化
す
る
」
の
で
、
「
陸
海
軍
乃
至
外
務
逓
信
当
局
と
も
よ
く
連
絡
し
て
、
極
力
早
く
外
米
を
内

（
弱
）

地
に
入
れ
る
」
た
め
、
外
米
輸
入
に
「
全
力
を
挙
げ
て
ゐ
る
」
旨
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
．
朝
有
事
」
の
場
合
は
輸
入
確
保
が
困
難
と
な
り
、

（
鍋
）

「
需
給
関
係
は
相
当
窮
屈
と
な
っ
て
来
る
」
の
で
、
「
可
及
的
速
か
」
に
輸
入
す
る
よ
う
「
努
力
」
し
て
い
る
と
も
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
政
府
は
長
期
的
な
外
米
輸
入
の
方
策
を
も
検
討
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
石
黒
農
相
は
一
～
二
年
分
に
わ
た
る
長
期
的
な
外
米

輸
入
の
「
手
当
」
を
す
す
め
て
、
そ
れ
を
「
確
保
」
し
た
と
次
の
よ
う
に
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
農
相
は
、
「
食
糧
は
他
の
物
資
と
異
り
、
今
日
の
如
き
時
局
に
於
て
は
、
出
来
得
る
限
り
慎
重
な
用
意
を
し
て
置
か
ね
ば
な
ら

（
犯
）

ぬ
」
と
述
べ
、
「
必
要
数
量
の
外
米
輸
入
」
に
つ
い
て
は
閣
議
の
了
承
を
へ
て
、
「
夫
々
手
配
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
外
米
輸
入
は
、

四
一
年
度
に
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
日
の
国
情
か
ら
外
米
の
輸
入
を
直
ち
に
断
念
す
る
と
い
ふ
訳
け
に
は
参
ら
ぬ
事
情
を
遺
憾
と
す
る
、
而
し
て
外
米
の
輸
入
に
俟
た
ざ

る
べ
か
ら
ず
と
す
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
多
少
長
期
に
一
旦
っ
て
の
計
画
を
樹
て
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
ふ
ご
意
見
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
此
点
同
感
で
あ
っ
て
、
さ
う
い
ふ
計
画
の
も
と
に
話
合
ひ
を
つ
け
て
ゐ
る
や
う
な
次
第
で
あ
る
、
而

（
師
）

し
て
手
当
て
も
一
両
年
の
間
は
つ
い
て
ゐ
る
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
と
思
ふ

戦
時
期
の
外
米
輸
入
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こ
の
よ
う
に
、
外
米
の
輸
入
と
そ
の
配
給
が
優
先
的
に
す
す
め
ら
れ
た
。
一
時
的
に
外
米
混
入
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た

（
蝿
）が
、
政
府
所
有
米
を
増
加
さ
せ
る
た
め
外
米
輸
入
を
「
全
力
」
で
す
す
め
、
不
足
す
る
内
地
米
の
消
費
を
節
約
し
、
政
府
の
備
蓄
米
量
を
増

加
さ
せ
る
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
供
給
が
不
足
し
て
需
給
が
逼
迫
し
た
た
め
、
外
米
輸
入
で
そ
れ
を
応
急
的
に
補
填
す
る
の

（
１
）
輸
入
の
継
続

外
米
輸
入
は
長
期
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
三
月
、
井
野
碩
哉
農
林
次
官
は
次
官
会
議
に
お
い
て
、
外
米
輸
入
が
順
調
で
あ

（
鋤
）

る
と
報
告
し
た
。
東
京
で
は
四
一
年
は
じ
め
か
ら
、
「
し
ば
ら
く
と
だ
え
て
ゐ
た
外
米
が
近
く
混
入
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
り
、
再
び
外
米
が

混
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
米
の
混
入
率
は
一
割
九
分
で
「
久
し
振
り
の
混
入
」
で
あ
っ
た
が
、
「
今
後
続
け
て
混
入
し
て
ゆ
く
方
針
」

（
㈹
）

（
Ⅲ
）

で
あ
り
、
そ
の
混
入
率
も
「
漸
次
高
率
と
な
る
見
込
み
」
で
あ
っ
た
。
三
月
に
は
四
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
消
費
者
の
「
買
溜

め
」
を
防
止
す
る
目
的
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
外
米
混
入
率
の
低
下
が
消
費
者
の
貯
蔵
を
促
し
た
か
ら
で
あ
り
、
四
割
で
も
そ

れ
が
「
盛
行
」
す
る
よ
う
な
ら
、
さ
ら
に
混
入
率
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
っ
た
。

一
九
四
一
年
の
端
境
期
が
近
づ
く
と
、
東
京
の
外
米
混
入
率
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
六
月
か
ら
は
外
米
六
割
三
分
に
、
糯
米
一
割
を
混
入

す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
比
率
が
「
今
後
当
分
の
間
続
け
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
外
米
混
入
率
が
増
加
し
た
た
め
、
粘
り
を
だ
す
た
め

糯
米
も
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
外
米
混
入
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
「
最
近
外
米
の
輸
入
は
順
調
に
進
み
多
量
の
手
持

米
が
出
来
た
の
を
機
会
に
、
内
地
米
の
混
入
を
少
く
し
て
内
地
米
を
喰
ひ
延
ば
さ
う
と
い
ふ
の
が
今
回
の
混
入
率
引
上
げ
の
狙
ひ
」
と
伝
え

（
蛇
）

ら
れ
て
い
る
。

二
外
米
輸
入
の
長
期
化

八
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で
は
な
く
、
多
量
の
外
米
輸
入
に
よ
っ
て
植
民
地
米
供
給
の
急
減
を
補
い
、
さ
ら
に
政
府
所
有
米
を
確
保
し
潤
沢
に
し
た
う
え
で
、
端
境
期

へ
の
対
応
な
ど
戦
時
の
食
糧
配
給
を
円
滑
に
す
る
た
め
備
蓄
を
拡
大
す
る
と
い
う
対
応
策
で
あ
る
。
例
え
ば
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
政
府

は
外
米
輸
入
の
開
始
当
初
、
六
○
○
万
石
の
輸
入
を
計
画
し
た
が
、
そ
の
狙
い
は
、
「
差
当
り
六
百
万
石
程
度
の
外
国
米
ノ
輸
入
ヲ
図
リ
マ

シ
テ
、
翌
年
度
ヘ
ノ
持
越
高
ハ
少
ク
ト
モ
五
百
万
石
以
上
ト
ス
ル
方
針
ヲ
以
テ
種
々
対
策
ヲ
講
ジ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
説
明
し
て
い
る

（
“
）

よ
う
に
、
次
年
度
へ
の
繰
越
量
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
九
四
○
年
度
末
に
は
、
前
年
度
末
の
四
○
六
万
石
を
上
回
る
四
三
六
万
石

を
繰
り
越
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
（
表
１
）
。
ま
た
、
四
一
年
三
月
に
は
、
外
米
四
割
の
混
入
に
よ
り
「
相
当
喰
延
ば
し
が
行
は
れ
て
ゐ

（
媚
）

る
模
様
」
で
「
飯
米
需
給
」
は
「
安
泰
」
と
報
じ
ら
れ
、
混
入
は
「
継
続
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
」
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
備
蓄

の
維
持
・
拡
大
と
い
う
外
米
輸
入
の
目
的
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

政
府
の
こ
の
よ
う
な
備
蓄
拡
充
方
針
は
、
井
野
農
相
が
一
九
四
一
年
二
月
、
衆
議
院
に
お
い
て
「
外
米
は
全
部
貯
蔵
用
」
で
あ
る
と
述

べ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
「
国
民
は
食
糧
事
情
が
判
っ
て
ゐ
な
い
た
め
現
下
の
食
糧
に
対
し
不
安
持
っ
て
ゐ
る
向
も

あ
る
」
と
い
う
質
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
農
相
は
「
本
米
穀
年
度
の
食
糧
は
絶
対
不
安
な
し
」
と
言
明
し
、
さ
ら
に
前
年
度
の
消
費

が
「
大
に
節
約
さ
れ
た
」
こ
と
、
こ
の
た
め
本
年
度
へ
の
繰
越
量
が
前
年
同
期
よ
り
「
相
当
増
加
」
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
朝
鮮
は
豊
作
、
台

湾
は
平
年
作
で
あ
る
こ
と
を
総
合
し
て
、

外
米
の
輸
入
は
な
く
と
も
本
米
穀
年
度
の
食
糧
は
不
安
な
く
こ
れ
を
切
抜
け
得
る
確
信
を
持
っ
て
ゐ
る
、
し
か
し
将
来
の
万
一
に
備
へ

外
米
の
輸
入
は
怠
ら
な
い
積
り
で
あ
る
、
さ
う
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
は
こ
れ
を
全
部
貯
蔵
に
振
向
け
、
如
何
な
る
事
態
が
発
生
し
て

も
微
動
だ
に
し
な
い
確
固
不
動
の
決
戦
食
糧
態
勢
を
確
立
し
て
置
く
方
針
で
着
々
そ
の
計
画
を
進
め
て
ゐ
る
、
食
糧
不
安
は
絶
対
な
い

（
“
）

の
だ
か
ら
国
民
も
多
少
の
不
便
を
忍
び
政
府
の
方
策
に
協
力
し
て
貰
ひ
た
い

戦
時
期
の
外
米
輸
入
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と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
証
）

す
で
に
、
一
九
四
一
年
三
月
の
次
官
会
議
に
お
い
て
井
野
次
官
は
、
「
政
府
手
持
米
も
増
強
」
さ
れ
て
「
万
全
」
で
あ
り
、
「
米
穀
政
策
不

（
犯
）

安
な
し
」
と
、
翌
月
に
実
施
予
定
の
米
穀
通
帳
に
よ
る
「
定
量
配
給
」
に
つ
い
て
「
詳
細
報
告
」
し
て
い
た
。
ま
た
、
政
府
は
米
穀
国
家
管

理
に
よ
り
、
四
一
年
三
月
ま
で
に
一
五
○
○
万
石
の
買
上
げ
を
予
定
し
て
い
た
が
、
同
月
に
は
予
定
数
量
を
一
○
○
万
石
引
き
上
げ
、
四
月

（
２
）
備
蓄
の
増
加

多
量
の
外
米
輸
入
が
継
続
し
た
た
め
、
一
九
四
一
年
度
末
の
備
蓄
量
は
大
幅
に
増
加
し
、
年
度
を
ま
た
ぐ
繰
越
量
は
増
加
し
た
（
表
１
）
。

政
府
は
四
一
年
三
月
、
第
二
向
収
穫
予
想
五
五
四
○
万
石
を
も
と
に
繰
越
量
を
八
三
○
万
石
と
推
計
し
て
お
り
、
「
米
の
需
給
改
善
著

（
岨
）

し
」
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
備
蓄
の
規
模
は
、
「
〔
昭
和
〕
十
年
以
来
の
持
越
し
記
録
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
実
際
の
繰
越
量
は

（
⑲
）

七
○
七
万
石
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
前
年
同
期
の
繰
越
量
四
三
六
万
石
を
さ
ら
に
大
き
く
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四
○
年
産
米
の
収
穫
量

五
五
四
○
万
石
は
三
四
年
産
米
以
来
の
不
作
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繰
越
量
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
多
量
の
外
米
輸

入
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
い
え
る
。
井
野
農
相
は
、
四
一
年
産
米
は
不
作
で
あ
っ
た
が
「
減
収
状
態
を
以
て
本
年
度
の
食
糧
事
情
に
不
安
を

感
ず
る
向
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
十
一
月
一
日
現
在
の
全
国
在
米
高
が
八
百
三
十
九
万
石
で
あ
り
昨
年
の
同
月
同
日
の
在
米
に
比
べ

て
四
百
万
石
も
増
加
し
て
居
る
」
の
で
、
「
少
し
も
不
安
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
不
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
備
蓄
が
増
加
し
て
い
る
こ

（
帥
）

と
述
べ
て
い
る
。
米
穀
供
給
は
不
足
し
て
お
ら
ず
、
外
米
は
な
く
て
も
「
不
安
」
は
な
い
が
、
備
蓄
充
実
の
た
め
外
米
輸
入
を
促
進
し
て
い

る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
向
こ
う
一
年
間
は
外
米
が
入
ら
な
く
と
も
、
国
民
に
或
る
程
度
の
窮
屈
さ
へ
忍
ん
で
貰
へ
ば
立
派

に
や
っ
て
行
け
る
」
と
言
明
し
た
よ
う
に
、
需
給
逼
迫
に
よ
る
や
む
な
い
輸
入
で
は
な
く
、
備
蓄
量
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
外
米
輸
入
で
あ
つ

（
頓
）

た
の
で
あ
る
。

八
八



こ
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
の
調
停
に
よ
り
タ
イ
・
仏
印
間
の
国
境
紛
争
調
停
が
東
京
で
成
立
し
た
が
、
両
地
域
と
も
に
外
米
産
地
で
あ
る
た

め
「
好
感
」
を
も
っ
て
報
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
新
聞
紙
面
の
解
説
が
、
増
産
と
消
費
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
当
年
は
「
先
づ

（
師
）

好
機
を
逸
せ
ず
外
米
確
保
が
先
決
問
題
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
に
も
外
米
輸
入
に
よ
る
備
蓄
の
拡
充
を

前
提
と
し
て
、
長
期
戦
の
も
と
で
の
米
穀
需
給
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
閃
）

以
降
に
も
四
○
○
万
石
を
追
加
し
、
合
計
二
○
○
○
万
石
の
買
上
げ
を
計
画
し
た
。
政
府
所
有
米
の
増
大
は
、
需
給
調
節
や
配
給
の
安
定
化

（
別
）

を
は
か
る
と
と
も
に
、
通
帳
制
の
実
施
に
対
処
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

農
林
省
は
一
九
四
一
年
三
月
、
食
糧
局
外
地
課
長
石
川
進
吉
を
仏
印
・
タ
イ
・
ビ
ル
マ
な
ど
の
外
米
産
地
に
派
遣
し
て
視
察
と
買
付
交
渉

に
当
た
ら
せ
た
が
、
こ
れ
は
同
省
が
、
長
期
的
に
外
米
輸
入
が
必
要
と
判
断
し
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
円
滑
な
輸
送
、
日
本
種
の

（
弱
）

移
植
、
農
業
技
術
の
応
用
な
ど
の
研
究
の
た
め
、
別
に
同
課
書
記
官
も
派
遣
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
備
蓄
量
の
増
加
を
目
的
と
し
た
外
米
輸
入
の
促
進
は
、
外
米
産
地
に
お
い
て
も
対
日
輸
出
条
件
が
形
成
ざ
れ
安
定
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
。

最
近
泰
・
仏
印
の
紛
争
問
題
は
我
が
調
停
案
受
諾
に
よ
り
円
満
妥
結
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
大
東
亜
共
栄
圏
安
定
の
た
め
に
も
同
慶
至

極
で
あ
っ
て
、
殊
に
泰
・
仏
印
両
国
は
外
米
の
産
地
で
あ
る
だ
け
一
層
好
感
を
持
た
れ
る
わ
け
で
あ
る
、
そ
れ
で
当
局
者
の
言
明
の
如

（
恥
）

く
、
外
米
輸
入
の
確
保
は
案
外
容
易
化
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か

戦
時
期
の
外
米
輸
入

八
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さ
ら
に
湯
河
長
官
は
、
「
大
陸
に
は
無
限
の
食
糧
生
産
力
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
科
学
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
」
と
し
、
「
ひ
と
り
米

麦
の
み
な
ら
ず
日
本
人
は
何
時
ま
で
も
米
飯
を
食
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
は
大
き
な
発
展
は
望
め
な
い
」
と
、
朝
鮮
・
「
満
州
」
方

面
の
雑
穀
類
を
も
輸
移
入
し
て
消
費
す
る
と
い
う
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
外
米
輸
入
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

（
１
）
「
共
栄
圏
」
形
成
と
外
米
輸
入

太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
直
前
の
一
九
四
一
年
二
月
、
湯
河
食
糧
管
理
局
長
官
は
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
食
糧
問
題
の
現
状
を
説
明
し

た
。
湯
河
長
官
は
、
ま
ず
第
一
に
、
食
糧
問
題
の
現
状
と
し
て
、
国
内
の
消
費
量
八
○
○
○
万
石
の
う
ち
一
○
○
○
万
石
を
外
米
輸
入
に
よ
っ

て
い
る
が
、
米
穀
需
給
関
係
は
「
漸
次
改
善
ざ
れ
っ
、
あ
る
」
と
述
べ
、
第
二
に
、
今
後
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
①
食
糧
自
給
を
強
化
す

る
た
め
「
大
陸
に
希
望
を
持
つ
」
こ
と
、
②
外
米
輸
入
は
「
東
亜
共
栄
圏
確
立
上
絶
対
確
保
」
す
べ
き
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
こ
の

意
味
で
「
南
方
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
で
あ
る
こ
と
、
③
国
内
の
米
穀
生
産
奨
励
金
約
二
億
円
を
臨
時
議
会
に
提
出
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い
る

（
詔
）

こ
と
、
の
三
点
に
ま
と
め
た
。

更
に
遠
く
眼
を
南
方
に
放
て
ば
泰
・
仏
印
・
ビ
ル
マ
が
あ
る
、
東
亜
共
栄
圏
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ
る
、
今
は
南
方
の
米
を
外
米
と
呼
ん

で
を
り
外
米
依
存
の
不
可
を
唱
ふ
る
声
が
高
い
が
、
こ
れ
と
て
も
ま
た
斉
し
く
共
栄
圏
内
生
産
の
食
糧
で
あ
る
、
も
と
よ
り
帝
国
食
糧

自
給
の
見
地
よ
り
恒
常
的
に
泰
・
仏
印
等
の
米
に
頼
ろ
う
と
は
思
は
い
が
、
一
日
一
そ
の
必
要
の
あ
る
時
は
何
時
に
て
も
こ
れ
を
利
用
し

（
鋤
）

得
る
や
う
に
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

三
太
平
洋
戦
争
の
は
じ
ま
り

九
○



湯
河
長
官
は
南
方
の
外
米
生
産
地
が
「
自
然
の
ま
□
に
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
処
女
地
」
で
あ
り
、
「
技
術
的
」
、
「
経
営
的
」
な
は
た
ら
き
か

け
に
よ
り
生
産
力
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
東
亜
共
栄
圏
」
の
食
糧
確
保
を
達
成
す
る
う
え
で
、
南
方
の
外
米
が
「
無

限
の
強
み
」
で
あ
り
「
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
安
全
性
」
が
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
翌
一
九
四
二
年
一
月
に
は
「
南
方
の
食
糧
」
に
つ
い
て
、

仏
印
・
タ
イ
両
国
の
輸
出
余
力
は
年
間
一
三
○
○
万
石
で
あ
る
が
、
需
要
は
マ
レ
ー
が
二
○
○
万
石
、
中
国
は
不
作
の
年
に
一
○
○
○
万

石
で
あ
り
、
「
わ
が
国
が
一
千
万
石
の
外
米
を
要
す
る
と
し
て
も
優
に
圏
内
自
給
は
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
、
対
日
供
給
に
余
裕
が
あ
る
こ

（
帥
）

と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
同
年
一
月
に
井
野
農
相
が
、
「
今
や
穀
寂
を
始
め
畜
水
産
も
豊
富
な
る
南
方
の
諸
地
域
は
、
或
は
我
国

と
盟
約
を
結
ん
で
提
携
し
、
或
は
我
勢
力
下
に
入
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
、
食
糧
政
策
の
将
来
も
大
い
な
る
光
明
に
照
し
出
さ
れ
た
感
じ
を
抱
く

（
印
）

：
．
：
．
」
と
述
べ
、
ま
た
同
年
三
月
に
農
林
省
食
品
局
長
辻
謹
吾
が
、
「
何
と
い
っ
て
も
泰
・
仏
印
及
び
ビ
ル
マ
が
皇
国
の
勢
力
圏
内
に
入
っ

て
ゐ
る
の
で
、
時
期
的
に
は
輸
送
そ
の
他
の
関
係
で
非
常
な
苦
心
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
米
の
問
題
で
国
民
が
不
安
を
抱
く
必

（
鯉
）

要
は
毛
頭
な
い
」
と
、
若
干
の
留
保
を
付
し
な
が
ら
も
外
米
輸
入
に
楽
観
的
な
見
通
し
を
語
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
年
四
月
に
農
林
省
総
務
局
長
重
政
誠
之
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
食
糧
計
画
」
と
題
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
り
、
仏
印
・
タ
イ
・

〔
マ
マ
〕

ビ
ル
マ
産
外
米
の
輸
出
先
と
し
て
、
「
今
後
は
先
づ
日
本
に
於
て
補
填
又
は
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
日
本
に
対
す
る
供
給
を
優
先
的

（
“
）

に
確
保
す
る
と
共
に
、
主
と
し
て
共
栄
圏
各
地
域
の
需
要
に
対
応
し
て
供
給
す
る
」
と
い
う
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
対
日
輸
出
の

優
先
的
確
保
と
い
う
発
言
は
、
外
米
輸
入
が
不
可
避
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
湯
河
食
糧
管
理
局
長
官
は
同
月
下

旬
、
「
外
米
輸
入
現
地
交
渉
」
を
終
え
て
帰
国
し
た
が
、
「
交
渉
は
巧
く
運
び
数
量
も
十
分
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
、
輸
送
の
点
が
問
題
に

（
“
）

な
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
手
配
済
み
だ
、
国
民
各
位
は
安
心
し
て
よ
い
」
と
述
べ
、
作
柄
が
「
非
常
に
順
当
」
な
こ
と
、
「
関
係
政
府
が
盟

主
日
本
の
聖
戦
目
的
を
よ
く
理
解
し
て
産
米
供
出
は
自
分
ら
の
責
務
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
、
外
米
輸
入
の
安
全
性
を
強
調

（
術
）

し
て
い
る
。

戦
時
期
の
外
米
輸
入

九
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さ
ら
に
外
米
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
食
糧
供
給
源
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
湯
河
長
官
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る

こ
う
し
て
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
後
の
外
米
輸
入
は
、
「
楽
観
は
禁
物
」
と
す
る
警
戒
論
は
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
「
極
め
て
順
調
」
と

す
る
楽
観
論
が
支
配
的
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
四
二
年
五
月
に
、
食
糧
管
理
局
第
一
部
長
田
中
啓
一
が
次
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。

：
：
：
泰
・
仏
印
の
米
は
従
来
仏
印
等
は
フ
ラ
ン
ス
・
米
国
そ
の
他
欧
州
諸
国
へ
行
っ
て
居
り
、
泰
の
米
は
マ
レ
ー
へ
行
っ
て
を
る
の
で

す
、
．
：
．
：
結
局
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
方
へ
行
く
路
が
塞
が
っ
た
の
で
す
か
ら
、
：
：
：
従
っ
て
泰
・
仏
印
の
米
を
以
て
今
度
の
大
東
亜
戦
争
の

主
要
食
糧
を
賄
っ
て
行
く
考
へ
方
で
居
っ
た
の
で
す
が
、
幸
ひ
に
大
東
亜
戦
争
と
い
ふ
の
は
極
め
て
工
合
よ
ろ
し
く
進
展
し
た
為
に
全

体
と
し
て
は
非
常
に
潤
沢
に
数
量
を
確
保
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
、
．
．
：
：
軍
の
方
面
で
も
、
米
の
搬
出
は
作
戦
の
一
部
と
考
へ
て
努
力

す
る
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
・
・
・
…
米
の
輸
入
も
極
め
て
順
調
に
進
捗
し
て
居
り
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
、
…
…
ビ
ル
マ

と
い
ふ
国
は
世
界
一
の
米
の
輸
出
国
で
大
体
泰
と
仏
印
と
を
併
せ
た
位
の
輸
出
量
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
他
へ
出
る
途
が
な

く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
賄
ふ
米
の
数
量
は
大
変
多
く
な
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ル
マ
は
す
っ
か
り
戦
場
に
な
っ
た

為
に
相
当
収
穫
地
も
荒
れ
て
し
ま
っ
て
を
る
：
：
：
併
し
将
来
は
勿
論
ビ
ル
マ
の
米
に
よ
っ
て
大
東
亜
共
栄
圏
の
米
は
剰
る
位
の
こ
と
に

（
“
）

な
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
・
・
・
…

殊
に
支
那
の
現
状
は
こ
の
南
方
の
米
を
必
要
と
す
る
こ
と
一
層
痛
切
で
あ
る
、
元
来
支
那
は
平
時
よ
り
食
糧
不
足
の
地
帯
で
あ
り
国
外

よ
り
の
輸
入
と
い
ふ
事
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
、
満
州
の
糧
穀
、
カ
ナ
ダ
・
濠
州
の
小
麦
、
泰
・
仏
印
等
の
米
等
々
が
問
題
と
な
る
、

九
一

一



（
的
）

構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
間
も
な
く
、
外
米
輸
入
は
食
糧
供
給
構
造
の
不
可
欠
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

開
戦
直
後
に
井
野
農
相
は
、
「
仮
に
外
米
が
輸
入
出
来
な
い
場
合
が
あ
っ
て
も
国
民
が
麦
や
甘
薯
を
混
ぜ
て
辛
抱
さ
へ
す
れ
ば
決
し
て
飢
ゑ

（
、
）

に
苦
し
む
や
う
な
こ
と
は
な
ど
と
述
べ
た
が
、
戦
局
の
進
展
に
よ
り
輸
入
条
件
が
形
成
さ
れ
、
外
米
は
食
糧
供
給
を
構
造
的
に
支
え
る
一

環
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
農
林
省
は
、
「
外
米
の
輸
入
が
確
保
出
来
れ
ば
こ
れ
を
貯
蔵
す
る
こ
と
と
し
、
長
期
の
戦
争
遂
行
に
完
壁

（
汀
）

の
布
陣
を
行
っ
て
」
い
る
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
外
米
の
輸
入
が
確
保
出
来
れ
ば
凶
年
お
よ
び
貯
穀
制
度
拡
充
に
備
へ
る
」
こ
と
に
す
る

（
だ
）

な
ど
、
す
で
に
み
た
備
蓄
拡
充
の
方
針
は
、
太
平
洋
戦
争
開
始
後
に
も
継
続
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
争
の
長
期
化
と
戦
線
の
拡
が
り
に
よ
り
、
勢
力
下
の
中
国
に
お
け
る
食
糧
問
題
に
も
対
処
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
外
米
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
上
海
で
は
、
一
時
そ
の
輸
入
が
困
難
に
な
り
食
糧
不
足
を
「
懸
念
し
た
向
き
も
あ
っ
た
」
が
、
一
九
四
二

（
粥
）

年
四
月
に
は
、
輸
入
の
見
通
し
が
つ
い
て
「
食
米
不
安
も
な
く
な
っ
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
年
八
月
、
農
林
次
官
三
浦
一
雄
は
、
「
南

〔
庵
〕

方
諸
地
域
に
彪
大
な
る
生
産
を
誇
る
米
及
び
そ
の
他
の
物
資
が
我
々
の
共
栄
圏
に
参
加
」
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
国
内
の
農
業
に
「
種
々
な

る
影
響
を
与
へ
る
か
、
ど
う
か
と
言
ふ
事
」
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
が
、
「
南
方
の
農
業
は
内
地
の
農
業
を
お
び
や
か
す
と

言
ふ
事
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
と
思
ふ
」
と
断
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
「
内
地
は
内
地
で
ま
か
な
」
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
「
南
方
の

過
剰
生
産
物
は
支
那
に
於
け
る
不
足
を
ま
か
な
ふ
や
う
に
仕
向
け
」
れ
ぱ
よ
い
と
述
べ
て
お
り
、
中
国
各
地
の
不
足
を
外
米
で
補
う
こ
と
を

東
亜
共
栄
圏
の
盟
主
と
し
て
日
本
は
支
那
大
陸
の
民
生
を
安
ん
ず
る
た
め
に
南
方
の
米
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
若
し
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

包
囲
陣
に
し
て
南
方
の
米
の
獲
得
に
妨
碍
を
為
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
文
字
通
り
東
亜
共
栄
圏
の
生
命
線
を
脅
か
す
も
の
と
申
さ
な
け
れ

（
師
）

ぱ
な
ら
ぬ

戦
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（
２
）
総
力
戦
下
の
外
米
輸
入
量

こ
こ
で
、
一
九
三
○
年
代
末
以
降
、
日
本
本
国
の
米
穀
供
給
構
造
に
し
め
る
外
米
輸
入
の
位
置
を
検
討
し
よ
う
（
以
下
、
表
１
）
。
四
○

年
度
か
ら
、
移
入
量
が
激
減
す
る
一
方
で
外
米
輸
入
量
が
急
増
し
た
。
四
三
年
度
ま
で
多
量
の
輸
入
が
実
現
し
た
が
、
輸
入
相
手
地
域
は
仏

印
・
タ
イ
・
ビ
ル
マ
で
あ
っ
た
。
最
大
の
輸
入
相
手
は
仏
印
で
あ
り
、
四
二
・
四
三
年
度
に
な
る
と
ビ
ル
マ
は
減
少
し
て
い
る
。

’
九
三
九
年
度
ま
ず
、
旱
害
の
影
響
が
出
は
じ
め
る
三
九
年
年
度
に
は
、
朝
鮮
米
移
入
量
が
三
八
年
度
の
一
○
一
五
万
石
か
ら
五
六
九
万

石
に
半
減
し
た
。
三
○
年
代
前
半
期
に
朝
鮮
米
移
入
量
は
増
加
の
趨
勢
に
あ
っ
た
が
、
三
八
年
度
を
ピ
ー
ク
に
急
減
し
て
い
っ
た
。
三
九
年

度
に
は
台
湾
米
移
入
量
も
減
少
し
た
が
外
米
輸
入
量
は
ま
だ
僅
少
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
輸
移
入
合
計
量
は
前
年
よ
り
大
幅
減
と
な
り
、

五
四
六
万
石
を
減
じ
て
九
八
一
万
石
に
と
ど
ま
っ
た
。
供
給
不
足
は
備
蓄
を
消
費
し
て
補
填
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
同
年
度
に
は
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
量
八
四
九
万
石
は
、
次
年
度
へ
の
繰
越
量
四
○
六
万
石
に
半
減
し
て
お
り
、
差
引
四
四
三
万
石
が
三
九
年
度
の
消
費
に
回
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
三
九
年
産
米
の
新
米
の
消
費
（
次
年
度
に
食
い
込
み
）
も
例
年
よ
り
二
○
～
三
○
万
石
増
加
し
て
い
る
。

’
九
四
○
年
度
続
く
一
九
四
○
年
度
に
は
、
国
内
生
産
量
は
旱
害
の
影
響
は
少
な
く
六
八
九
六
万
石
と
豊
作
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
で
は
そ

の
影
響
が
本
格
的
に
お
よ
ん
で
朝
鮮
米
移
入
量
は
僅
か
四
○
万
石
に
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
台
湾
米
移
入
量
も
減
少
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
、

七
九
九
万
石
に
の
ぼ
る
大
量
の
外
米
が
輸
入
さ
れ
た
が
、
輪
移
入
合
計
は
、
大
幅
に
減
少
し
た
前
年
度
を
一
三
六
万
石
上
回
っ
た
も
の
の

二
一
七
万
石
に
と
ど
ま
り
、
三
○
年
代
半
ば
の
水
準
で
あ
る
一
三
○
○
～
一
四
○
○
万
石
台
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

年
度
当
初
の
繰
越
量
四
○
六
万
石
は
年
度
末
に
は
四
三
六
万
石
と
な
っ
て
お
り
備
蓄
の
増
加
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
年
の
一
人
あ
た
り

消
費
量
は
、
前
年
度
か
ら
の
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
米
移
入
量
の
激
減
を
、
消
費
の
節
約

と
大
量
の
外
米
輸
入
で
カ
バ
ー
し
、
年
度
末
の
備
蓄
を
幾
分
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
備
蓄
の
維
持
・
拡
大
に
大
き

く
寄
与
し
た
の
が
、
同
年
度
か
ら
激
増
し
た
外
米
輸
入
で
あ
っ
た
。

九
四



’
九
四
一
年
度
一
九
四
一
年
度
は
四
○
年
産
米
が
不
作
で
六
○
八
七
万
石
と
な
り
、
前
五
か
年
平
均
の
六
五
一
九
万
石
を
四
三
二
万
石
下

回
る
大
幅
な
減
収
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
米
移
入
量
は
や
や
回
復
し
て
三
三
一
万
石
と
な
っ
た
が
、
台
湾
米
移
入
量
は
一
九
七
万
石
と
さ
ら
に

減
少
し
た
た
め
移
入
合
計
は
五
二
八
万
石
と
な
り
、
こ
れ
は
前
五
か
年
平
均
一
二
四
六
万
石
の
約
四
割
に
過
ぎ
ず
七
一
八
万
石
の
減
少
と

な
っ
た
。
同
年
度
の
外
米
輸
入
量
は
九
八
七
万
石
に
の
ぼ
り
戦
前
・
戦
時
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
植
民
地
米
移
入
量
の
急
減
を

補
っ
て
余
り
あ
る
量
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
一
年
の
一
人
あ
た
り
米
消
費
は
大
幅
に
減
じ
て
お
り
、
一
石
を
割
っ
て
前
年
比
九
％
の
減
少
と

な
っ
た
。
一
層
の
消
費
節
約
と
大
量
の
外
米
輸
入
に
よ
り
備
蓄
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
○
年
度
か
ら
四
一
年
度
に
か
け
て
消

費
は
六
三
七
万
石
減
少
し
た
が
、
輸
移
入
は
三
九
四
万
石
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
合
計
一
○
三
一
万
石
の
供
給
増
加
に
よ
っ
て
、
国
内
の
減

収
分
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
備
蓄
の
増
加
を
可
能
に
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
年
度
当
初
の
繰
越
量
四
三
六
万
石
は
、
年
度
末
に
は

七
○
七
万
石
と
な
り
、
備
蓄
量
の
大
幅
な
増
加
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
度
一
九
四
一
年
産
米
は
、
不
作
の
前
年
よ
り
さ
ら
に
減
少
し
て
五
五
○
九
万
石
と
な
り
、
三
四
年
産
米
以
来
の
凶
作
と
な
っ

た
。
た
だ
し
四
二
年
度
に
は
、
台
湾
米
移
入
量
は
漸
減
し
て
い
っ
た
が
、
朝
鮮
米
移
入
は
前
年
度
に
続
い
て
増
加
し
五
二
四
万
石
と
な
っ

た
。
同
年
度
の
外
米
輸
入
量
も
前
年
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
九
二
一
万
石
に
の
ぼ
っ
た
た
め
、
輪
移
入
量
は
三
八
年
度
の
記
録
を
更
新
し
て

一
五
六
八
万
石
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
一
人
あ
た
り
消
費
量
は
大
幅
に
減
少
し
た
四
一
年
度
よ
り
は
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
四
○
年
度
よ

り
は
減
少
し
て
お
り
、
な
お
節
米
は
継
続
し
て
い
た
。
し
か
し
、
国
内
産
米
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り
、
年
度
当
初
の
繰
越
量
七
○
七
万
石
は

年
度
末
に
は
四
三
九
万
石
と
な
り
、
二
六
八
万
石
を
減
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
節
米
の
継
続
と
徹
底
、
輪
移
入
米
の
増
加
、
お
よ

び
備
蓄
の
切
り
崩
し
に
よ
り
凶
作
に
よ
る
減
収
が
カ
バ
ー
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

’
九
四
三
年
度
続
く
一
九
四
三
年
度
は
、
四
二
年
産
米
が
数
年
ぶ
り
の
豊
作
と
な
っ
て
、
国
内
生
産
は
前
年
よ
り
二
六
九
万
石
の
大

幅
な
増
収
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
移
入
は
大
き
く
に
減
少
し
て
、
朝
鮮
米
移
入
は
ほ
ぼ
停
止
し
、
台
湾
米
移
入
も
一
六
四
万
石
に
と
ど
ま
つ

戦
時
期
の
外
米
輸
入

九
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と
こ
ろ
で
、
一
九
四
三
年
の
端
境
期
と
な
る
同
年
一
○
月
、
湯
河
食
糧
管
理
局
長
官
は
代
用
食
を
含
む
配
給
に
つ
い
て
、
「
今
こ
そ
外
米

依
存
よ
り
脱
却
し
完
全
に
自
給
自
足
を
実
現
す
る
秋
」
で
あ
る
と
唱
え
、
麦
・
イ
モ
類
・
大
豆
・
そ
の
他
雑
穀
類
の
増
産
を
「
力
説
」
し
、

農
村
で
は
米
以
外
の
「
郷
士
食
の
普
及
」
に
よ
り
供
出
の
「
完
壁
」
を
期
し
、
都
市
で
は
麦
・
藷
・
大
豆
・
玉
蜀
黍
な
ど
の
「
総
合
配
給
」

（
ね
）

を
「
一
段
強
化
」
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
年
と
は
異
な
り
、
「
船
腹
の
制
約
の
た
め
外
米
依
存
よ
り

脱
却
す
る
必
要
」
が
「
強
調
」
さ
れ
て
お
り
、
も
は
や
外
米
輸
入
の
条
件
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
一
九
四
三
年
度
か
ら
は
、
米
以
外
の
代
用
食
を
含
め
た
配
給
が
は
じ
ま
っ
た
。
同
年
度
の
外
米
輸
入
量
は
な
お
六
○
二
万
石
で

急
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

た
。
ま
た
、
外
米
輸
入
量
も
前
年
度
か
ら
三
二
○
万
石
を
減
じ
て
六
○
二
万
石
に
と
ど
ま
り
、
輸
移
入
量
は
前
年
度
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て

七
二
三
万
石
と
な
っ
た
。
輪
移
入
量
の
急
減
は
、
国
内
の
豊
作
に
よ
り
補
わ
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
繰
越
量
も
年
度
当
初
の
四
三
九
万
石
か
ら

年
度
末
の
三
四
八
万
石
へ
九
一
万
石
の
減
少
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
輪
移
入
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
豊
作
と
備
蓄
の
消
費
に
よ
り
補
わ

れ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
節
米
の
徹
底
が
そ
れ
を
支
え
た
。

’
九
四
四
・
四
五
年
度
翌
一
九
四
四
年
度
に
は
、
前
年
の
国
内
産
米
は
六
二
八
九
万
石
と
平
年
並
み
で
あ
っ
た
が
、
輪
移
入
量
が
激
減
し

た
。
朝
鮮
米
移
入
量
は
三
五
○
万
石
と
や
や
回
復
し
、
台
湾
米
と
合
わ
せ
て
移
入
量
は
四
八
○
万
石
と
な
っ
た
が
、
外
米
輸
入
の
方
は
ほ
ぼ

途
絶
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
節
米
の
徹
底
に
よ
る
一
人
あ
た
り
消
費
の
さ
ら
な
る
縮
小
、
前
年
度
を
上
回
る
繰
越
量
の

減
少
、
次
年
度
へ
の
食
い
込
み
の
増
加
に
よ
り
、
次
年
度
へ
の
備
蓄
量
二
○
九
万
石
を
確
保
し
た
と
い
え
る
。
外
米
輸
入
の
杜
絶
に
よ
る
米

穀
供
給
の
急
減
は
、
米
以
外
の
イ
モ
類
・
雑
穀
・
大
豆
・
大
豆
粕
な
ど
の
代
用
食
を
含
む
配
給
を
余
儀
な
く
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
五

年
度
に
は
、
四
四
年
産
米
量
が
五
八
五
六
万
石
に
、
輪
移
入
量
も
一
五
七
万
石
に
急
減
し
て
深
刻
な
供
給
不
足
と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
度
末

の
繰
越
量
の
数
値
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
さ
ら
に
減
少
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
大
幅
な
米
の
消
費
節
約
が
迫
ら
れ
、
代
用
食
の
比
重
が
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あ
っ
た
が
、
四
○
～
四
二
年
度
と
比
較
す
れ
ば
大
幅
に
減
少
し
た
。
外
米
輸
入
が
難
し
く
な
り
、
四
四
年
度
に
は
ほ
ぼ
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
繰
越
量
を
み
る
と
、
四
四
年
度
末
に
は
な
お
二
○
○
万
石
余
の
米
の
備
蓄
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
米
消

費
を
絶
対
的
に
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
四
四
・
四
五
年
に
は
、
一
人
あ
た
り
米
消
費
量
は
急
減
し
て
い
き
（
表

１
）
、
食
糧
配
給
の
質
的
・
量
的
な
低
下
が
急
速
に
す
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
四
三
年
度
ま
で
は
多
量
の
外
米
輸
入
が
継
続
し
、
そ
れ
は
節
米
の
励
行
と
あ
わ
せ
て
、
一
定
の
備
蓄
の
形
成
を
実

現
し
た
。
そ
の
量
は
、
四
一
年
末
に
は
七
○
○
万
石
程
度
に
ま
で
増
加
し
て
太
平
洋
戦
争
期
の
ピ
ー
ク
と
な
る
が
、
そ
の
後
は
四
二
年
度
末

四
三
九
万
石
、
四
三
年
度
末
三
四
八
万
石
、
四
四
年
度
末
二
○
九
万
石
と
急
速
に
減
少
し
て
い
く
。
そ
の
間
、
毎
年
一
○
○
万
石
前
後
か
ら

二
百
数
十
万
石
の
備
蓄
を
放
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
四
二
年
度
か
ら
敗
戦
ま
で
一
定
量
の
配
給
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
資
料
に
つ
い
て

前
節
に
お
い
て
、
一
九
四
○
～
四
三
年
度
の
多
量
の
外
米
輸
入
に
よ
る
備
蓄
の
維
持
・
拡
充
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
同
時
期
に
米
国
側

が
作
成
し
た
、
日
本
の
食
糧
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告
書
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
調
査
報
告
書
の
記
載
を
参
照
し
な
が
ら
、
日
本

の
外
米
輸
入
と
備
蓄
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

戦
時
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
米
国
戦
略
諜
報
局
○
鄙
８
呉
堅
烏
胃
岳
甘
靜
弓
旨
＄
（
○
鋸
）
は
、
敵
国
日
本
の
諸
事
情
に
つ
い
て
報

第
二
節
米
国
戦
略
諜
報
局
の
調
査

戦
時
期
の
外
米
輸
入

一
一
九
四
五
年
四
月
の
報
告
書
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本
報
告
書
は
、
冒
頭
に
全
体
の
要
旨
の
ロ
ニ
ニ
ン
罰
忠
が
付
さ
れ
、
次
い
で
Ｉ
序
文
三
目
罰
○
口
ご
Ｏ
自
○
ｚ
、
Ⅱ
生
産
と
輸
入

（
汚
）

勺
罰
○
口
ご
○
自
○
ｚ
シ
ｚ
ｐ
目
三
勺
○
両
目
の
、
Ⅲ
消
費
Ｏ
○
ｚ
の
ロ
三
℃
目
○
ｚ
、
Ⅳ
一
九
四
三
／
四
四
年
の
食
糧
需
給
両
○
○
己
団
シ
門
シ
ｚ
の
固

三
ご
全
‐
産
、
Ｖ
一
九
四
四
／
四
五
年
の
変
化
○
国
シ
ｚ
⑦
固
の
三
乞
圭
‐
宗
、
Ⅵ
一
九
四
五
／
四
六
年
の
展
望
祠
閃
○
の
も
同
○
目
の
甸
○
罰

ご
お
‐
宝
、
お
よ
び
附
録
酔
弔
も
国
ｚ
ｐ
員
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
食
糧
の
供
給
（
生
産
と
輪
移
入
）
お
よ
び
消
費
の
動
向
を
概
観
し

た
の
ち
、
一
九
四
三
／
四
四
年
、
一
九
四
四
／
四
五
年
の
食
糧
需
給
を
分
析
し
、
一
九
四
五
／
四
六
年
へ
の
展
望
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
一
九
四
五
年
四
月
一
日
付
で
作
成
き
れ
た
報
告
書
、
｜
｜
自
国
国
司
○
○
己

も
○
四
皀
○
ｚ
○
句
］
シ
勺
シ
ｚ
｜
｜
が
あ
る
（
以
下
、
「
本
報
告
書
」
）
。
本
報
告
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
お
い
て
は
、
「
戦
略
諜

報
局
情
報
研
究
報
告
」
○
め
め
・
お
冨
討
ロ
①
宮
再
日
自
菖
三
巴
侭
９
８
画
呂
寄
滞
胃
呂
閃
ｇ
胃
誘
と
い
う
資
料
群
に
属
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

（
別
）

ル
ム
に
よ
り
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
本
報
告
書
の
概
要

ま
ず
、
本
報
告
書
の
冒
頭
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
要
旨
」
の
全
文
を
紹
介
す
る
。
以
下
、
本
報
告
書
の
概
要
を
示
し
、
と
り
わ
け
外
米
輸
入

に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

日
本
の
食
糧
経
済
は
、
戦
前
も
現
在
も
、
多
収
作
物
の
集
約
的
生
産
と
流
通
時
の
最
小
限
の
消
失
、
西
洋
諸
国
と
比
較
し
て
質
的
に

も
量
的
に
も
低
い
消
費
水
準
と
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
の
み
、
日
本
は
急
増
す
る

人
口
に
対
す
る
食
糧
自
給
を
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
戦
前
で
す
ら
、
食
糧
供
給
の
ほ
ぼ
五
分
の
一
が
日
本
の
植

民
地
か
ら
調
達
さ
れ
た
。
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戦
争
は
日
本
の
食
糧
供
給
の
一
層
の
引
き
締
め
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
三
年
ま
で
に
、
基
本
熱
量
を
単
位
と
し
た
食
糧
生
産
量

は
、
一
九
三
○
年
代
後
半
に
達
成
し
た
高
水
準
と
比
較
し
て
約
五
％
落
ち
込
ん
だ
。
輸
入
は
一
九
四
一
／
四
二
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た

の
ち
、
一
九
四
三
／
四
四
穀
物
年
度
に
戦
前
の
水
準
以
下
に
若
干
減
少
し
た
。
一
九
四
四
年
の
全
生
産
量
は
さ
ら
に
三
％
減
少
し
、
一

方
で
一
九
四
四
／
四
五
年
の
輸
入
は
戦
前
よ
り
約
二
五
％
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
五
年
の
総
供

給
量
は
少
な
く
と
も
戦
前
の
一
○
％
を
割
り
込
む
で
あ
ろ
う
。

利
用
可
能
な
資
源
を
よ
り
一
層
節
約
・
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
供
給
状
況
の
段
階
的
な
悪
化
を
防
ご
う
と
す
る
試
み
が

な
さ
れ
た
。
主
要
食
糧
の
需
要
を
ま
か
な
う
た
め
に
精
米
率
は
減
ら
さ
れ
、
酒
造
そ
の
他
の
非
食
用
利
用
は
徹
底
的
に
節
減
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
九
四
三
／
四
四
年
に
お
け
る
生
産
量
と
輸
入
量
か
ら
導
か
れ
る
最
大
熱
量
は
戦
前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
九
四
四
／
四
五
年
で
さ
え
戦
前
の
お
よ
そ
九
四
％
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
〔
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
労
働
な
ど
の
〕
生
理
的

欲
求
に
照
ら
し
た
差
別
的
な
配
給
が
、
供
給
量
を
公
平
に
配
分
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
対
策
に
も
関
わ
ら
ず
、
平
均
的
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
、
一
九
三
○
年
代
後
半
の
一
人
一
日
あ
た
り
二
二
七
○
カ
ロ
リ
ー

か
ら
一
九
四
四
年
の
二
○
五
○
カ
ロ
リ
ー
へ
と
、
約
一
○
％
低
下
し
た
。
同
時
に
、
食
事
の
質
は
ｌ
相
変
わ
ら
ず
極
端
な
倹
約
と
い

う
特
徴
を
も
つ
が
ｌ
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
で
ん
ぷ
ん
質
の
食
物
が
戦
前
よ
り
も
一
層
支
配
的
と
な
る
一
方
、
脂
肪
分
の
不
足
が
さ
ら

に
深
刻
化
し
て
い
る
。
米
は
総
熱
量
の
半
分
以
上
、
他
の
穀
物
は
約
一
○
％
、
甘
藷
と
馬
鈴
薯
は
約
八
％
、
大
豆
そ
の
他
豆
類
は
七
％

を
占
め
て
い
る
。
魚
は
唯
一
の
重
要
な
動
物
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
る
が
、
非
常
に
欠
乏
し
て
お
り
、
熱
量
の
三
％
に
も
み
た
な
い
。
砂
糖

の
消
費
量
は
四
○
％
下
落
し
、
一
九
四
五
年
に
は
さ
ら
に
落
ち
込
ん
だ
。
一
九
四
五
年
の
配
給
量
は
、
砂
糖
を
除
け
ば
、
一
九
四
四
年

と
比
較
し
て
お
お
む
ね
変
わ
り
な
い
。

上
記
の
数
字
は
国
内
平
均
値
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
食
糧
消
費
量
は
年
齢
・
性
別
・
身
体
活
動
の
程
度
に
よ
り
変
化
す
る
し
、

戦
時
期
の
外
米
輸
入

九

九



ま
た
そ
の
各
々
に
お
い
て
も
、
地
域
ご
と
に
食
事
の
違
い
が
存
在
す
る
。

消
費
量
が
一
○
％
低
下
し
た
の
は
、
差
し
迫
っ
た
緊
急
事
態
が
影
響
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
精
米
、
そ
の
他
の
無
駄
を
削
減
し
て
節

約
す
る
こ
と
で
、
一
九
四
三
／
四
四
年
の
生
産
量
と
輸
入
量
は
、
戦
前
の
水
準
を
わ
ず
か
二
％
下
回
る
程
度
の
消
費
水
準
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
自
体
が
示
唆
す
る
結
論
は
、
連
合
国
の
封
鎖
を
予
期
し
備
蓄
を
増
や
す
目
的
で
、
配
給
が
必
要
最
低
限
に
ま
で
縮

小
さ
れ
、
日
本
の
食
糧
自
給
率
が
八
○
％
か
ら
九
○
％
近
く
ま
で
上
昇
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

早
い
段
階
で
の
備
蓄
拡
大
は
、
一
九
四
一
年
～
四
二
年
の
輸
入
と
一
九
四
二
年
の
米
の
豊
作
に
よ
り
、
大
い
に
す
す
ん
だ
。

一
九
四
二
年
初
に
は
じ
め
ら
れ
た
全
国
的
な
米
の
配
給
に
と
も
な
い
、
備
蓄
の
拡
大
は
一
九
四
三
年
の
収
穫
期
を
と
お
し
て
続
い
た
。

一
九
四
四
年
の
収
穫
高
は
一
九
四
四
／
四
五
年
の
需
要
の
八
五
％
を
供
給
す
る
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
輸
入
が
減
り
続
け
た
の
で
、
今
年

の
収
穫
へ
の
繰
越
は
お
そ
ら
く
昨
年
よ
り
も
わ
ず
か
に
多
い
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
秋
の
収
穫
を
控
え
た
過
剰
備
蓄
は
、
一
人
一
日
あ
た
り
平
均
二
○
○
○
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
し
た
と
仮
定
し
た
場

合
、
一
九
四
五
年
の
生
産
水
準
見
込
で
は
、
推
定
年
間
不
足
分
の
一
・
六
倍
相
当
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
消

費
量
が
現
在
の
水
準
を
わ
ず
か
に
下
回
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
は
ほ
ぼ
二
年
間
、
効
果
的
な
封
鎖
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
消
費
量
が
か
な
り
減
少
す
れ
ば
、
日
本
は
二
回
の
収
穫
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
備
蓄
の
推
定
が
大
き
な
累
積
誤
差
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
過
剰
備
蓄
」
が
実
際
に
は
も
っ
と
少

な
い
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
農
業
は
、
窒
素
肥
料
を
多
く
投
入
す
る
こ
と
に
非
常
に
依
存
し
て
い
る
た
め
大
変
脆
弱
で
あ

る
。
も
し
今
年
の
植
え
付
け
前
に
窒
素
製
造
や
流
通
が
著
し
く
中
断
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
一
九
四
五
年
の
生
産
量
は
五
％
以
上
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
備
蓄
は
腐
敗
と
空
爆
で
失
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
備
蓄
が
農
村
に
蓄
え
ら
れ
る
一
方
で
、
都
市
の
食
糧
供
給
が

落
ち
込
む
よ
う
、
輸
送
と
流
通
を
さ
ら
に
一
層
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
戦
時
統
制
の
悪
化
や
イ
ン
フ
レ
の
懸
念
は
、
農
業

一
○
○



こ
の
よ
う
に
本
報
告
書
は
、
最
大
の
産
物
は
米
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
食
糧
農
産
物
も
合
わ
せ
た
熱
量
で
需
給
関
係
を
推
計
し
て
い
る
。

そ
の
内
訳
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
本
報
告
書
に
は
戦
前
の
一
九
三
五
・
三
七
・
三
九
の
各
年
の
平
均
と
、
一
九
四
三
／
四
四
年
（
四
四

年
度
）
の
構
成
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
米
の
占
め
る
割
合
は
過
半
の
五
十
数
％
で
あ
り
、
こ
の
間
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
報
告
書
は
、
戦
争
末
期
に
お
い
て
も
米
の
比
重
が
急
減
し
て
、
米
以
外
の
食
料
品
が
そ
の
代
用
と
し
て
多
量
に

消
費
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
本
報
告
書
は
、
国
内
生
産
量
は
一
九
三
○
年
代
後
半
の
ピ
ー
ク
か
ら
四
三
年
に
は
五
％
減
少
し
た
こ
と
、
輸
入
量
は
四
二
年
度
に
ピ
ー

ク
に
達
し
た
が
四
四
年
度
に
は
戦
前
の
水
準
を
割
り
、
四
五
年
度
に
は
戦
前
の
四
分
の
三
に
減
少
し
、
ま
た
供
給
量
は
戦
前
の
一
割
減
に
な

る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
精
米
歩
合
の
低
下
、
酒
造
米
の
制
限
な
ど
に
よ
り
、
四
四
年
度
に
お
い
て
も
質
は
低
下
し
た
が
戦
前

と
変
わ
ら
ず
、
四
五
年
度
に
も
九
四
％
を
保
持
し
て
お
り
、
ま
た
四
四
年
度
の
供
給
量
は
戦
前
水
準
を
二
％
減
じ
た
だ
け
で
、
食
糧
自
給
率

は
か
え
っ
て
八
○
％
か
ら
九
○
％
へ
上
昇
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
備
蓄
は
四
一
～
四
二
年
の
大
量
の
輸
入
、
四
二
年
の
豊
作
に
よ
り
増

強
さ
れ
た
が
、
四
四
年
の
減
収
、
輸
入
の
減
少
に
よ
り
増
加
傾
向
は
鈍
化
し
、
四
五
年
度
に
は
前
年
度
よ
り
微
増
に
と
ど
ま
る
と
予
想
し
て

い
る
。
四
五
年
度
ま
で
備
蓄
は
増
加
し
て
い
っ
た
と
い
う
推
計
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
過
剰
備
蓄
に
は
誤
差
は
あ
る
と
し
な
が
ら
、
ま
た

今
後
腐
敗
や
爆
撃
に
よ
る
消
失
や
、
ヤ
ミ
取
引
の
拡
大
に
よ
る
市
場
出
廻
り
の
縮
小
、
消
費
の
増
加
な
ど
推
測
で
き
な
い
事
態
を
想
定
し
な

労
働
者
が
合
法
的
販
路
に
よ
り
法
定
価
格
で
農
産
物
を
市
場
に
出
す
こ
と
を
拒
む
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
労
働
者
は

そ
の
代
り
自
分
自
身
の
消
費
量
を
増
や
し
、
自
家
の
需
要
を
超
え
た
余
剰
を
蓄
え
、
闇
市
場
価
格
で
販
売
す
る
か
、
な
い
し
は
物
々
交

換
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
経
験
は
、
そ
の
よ
う
な
展
開
が
、
あ
る
住
民
集
団
に
は
広

（
拓
）

範
囲
の
飢
餓
を
引
き
起
こ
し
、
一
方
で
他
の
集
団
に
は
比
較
的
栄
養
を
行
き
渡
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

戦
時
期
の
外
米
輸
入

一

○
一



表21人1日あたりの食糧消費（戦前平均）と配給量・法外消費量

（1943-44）

戦前平均(1935･1937･

1939)

（カロリー）（％）

戦時(1943/1944)

(カロリー）（％）

~W;
米

米代用

小麦

大麦

裸麦

その他の穀物

大豆

その他の豆

甘藷

馬鈴薯

野菜

果物

砂糖

魚

肉

卵

牛乳

乳製品

油脂

海藻

雑（5％相当）

苔許一一一

９
５
５
９
７
７
２
１
６
１
７
５
１
３
２
７
２
１
－
０

４
７
５
０
４
３
３
６
１
１
５
１
３
４
－
冊

１
１

１
１

１

９

－
ｆ

１

－
２

８
１
２
９
５
２
８
７
６
２
９
９
８
４
５
３
２
０
－

●
●
●
●
◆
■
今
■
■
Ｄ
●
●
●
●
①
●

３
６
２
１
０
４
１
５
１
３
０
７
３
０
０
０
０
５
↓

５２
９
０
４
２
５
０
０
６
２
０
０
６
８
１
７
４
４
－
０

２
３
５
４
１
９
４
３
３
７
２
８
８
１
１
’
７

，
／
】
利
Ⅱ
ユ
Ｔ
Ｉ
エ
一
？
１
－
２

１

？
１

－
２

３
３
７
６
０
８
４
８
２
５
２
１
８
１
０

●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
①
●
●
●
●

５
２
６
１
３
０
５
２
０
０
０
０
１
０
２

資料：原表Table4('ITHEFOODPOSITIONOFJAPANII,13頁)、同Table
5（同、16頁)。

が
ら
も
、
節
約
が
徹
底
す
れ
ば
ほ
ぼ
二
年
間

の
経
済
封
鎖
に
堪
え
ら
れ
る
量
と
推
定
し
て

い
る
の
は
興
味
深
い
。

本
報
告
書
は
、
こ
の
「
要
旨
」
に
続
い

て
、
Ｉ
序
章
で
日
本
農
業
の
概
要
を
紹
介
す

る
が
、
そ
の
末
尾
に
お
い
て
、
戦
時
期
の
消

費
節
約
の
進
捗
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
「
日
本

の
指
導
者
が
連
合
軍
に
よ
る
封
鎖
を
見
越
し

（
万
）

て
課
し
た
備
蓄
計
画
」
に
よ
る
も
の
と
し
、

過
大
な
消
費
節
約
に
よ
る
備
蓄
の
拡
充
が

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
次
い
で
、
Ⅱ
生
産
と

輸
入
、
Ⅲ
消
費
に
つ
い
て
、
米
以
下
の
産
物

に
つ
い
て
、
生
産
・
輪
移
入
・
消
費
が
概
観

さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
業
を
も
と
に
し
て
、

Ⅳ
四
四
年
度
、
Ｖ
四
五
年
度
、
Ⅵ
四
六
年
度

の
食
糧
需
給
が
諸
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
推

計
さ
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
次
に
、
本
報
告
書
の
構
成
に
即
し
て
、

一

○
二



（
１
）
需
給
関
係
の
分
析

Ⅳ
で
は
一
九
四
三
／
四
四
年
の
食
糧
需
給
が
や
や
立
ち
入
っ
て
検
討
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
要
旨
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
同
年
度

に
お
い
て
、
日
本
本
国
よ
り
一
人
一
日
あ
た
り
一
八
二
○
カ
ロ
リ
ー
の
食
糧
が
供
給
さ
れ
た
が
、
消
費
は
二
○
五
○
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
、
消

費
の
九
○
％
が
国
内
で
生
産
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
戦
前
期
の
日
本
に
お
い
て
は
食
糧
需
要
の
二
○
％
弱
を
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
一
人

一
日
当
り
一
八
四
○
カ
ロ
リ
ー
程
度
を
国
内
で
生
産
し
、
二
二
七
○
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
て
い
た
（
表
２
）
。
四
三
年
ま
で
に
、
農
地
か
ら

得
ら
れ
る
食
糧
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
労
働
力
と
肥
料
の
不
足
に
よ
り
五
％
ほ
ど
減
少
し
て
い
た
が
、
七
分
搗
米
な
ど
精
米
率
の
引
き
下
げ
や
、
消

費
や
酒
造
米
の
削
減
な
ど
に
よ
り
五
％
を
節
減
し
て
相
殺
さ
れ
た
の
で
、
戦
前
レ
ベ
ル
が
維
持
で
き
た
と
し
て
い
る
。
他
方
で
、
一
人
あ
た

り
の
消
費
は
節
米
に
よ
り
一
○
％
ほ
ど
減
少
し
た
か
ら
、
食
糧
自
給
率
は
約
八
○
％
か
ら
九
○
％
近
く
に
上
昇
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
こ
で
本
報
告
書
は
、
こ
の
一
○
％
の
消
費
節
約
が
、
必
要
量
が
輸
入
で
き
な
か
っ
た
た
め
指
令
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
目
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
輸
入
で
き
な
い
た
め
に
消
費
節
約
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
需
給
は
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
輸

入
が
必
要
以
上
に
促
進
さ
れ
た
と
判
断
し
、
そ
れ
が
興
味
深
い
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
、
備
蓄
の
拡

充
を
目
的
と
す
る
外
米
輸
入
と
同
様
の
指
摘
で
あ
る
。

四
四
年
度
以
降
の
需
給
推
計
に
関
す
る
記
述
（
Ⅳ
～
Ⅵ
）
を
検
討
し
よ
う
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
日
本
人
が
必
需
品
を
輸
入
で
き
な
い
た
め
に
、
消
費
量
が
一
○
％
落
ち
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

二
一
九
四
三
／
四
四
年
の
需
給
（
Ⅳ
）

戦
時
期
の
外
米
輸
入

○
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.4『読売新聞」1943年4月7日。

傘5東京放送、1944年3月14日。

率61945年1月の日本の公式報告にもとづき、1943年の5％減と推測。

つ
ま
り
、
経
済
封
鎖
な
ど
に
よ
り
食
糧
輸
入
が
杜
絶
す
る
こ

一
九
四
三
／
四
四
年
穀
物
年
度
に
お
け
る
純
食
糧
輸
入

量
は
、
一
人
一
日
あ
た
り
約
四
○
五
カ
ロ
リ
ー
、
あ
る

い
は
戦
前
（
一
九
三
五
／
三
六
年
、
一
九
三
七
／
三
八

年
、
一
九
三
九
／
四
○
年
の
平
均
）
の
約
九
五
％
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
量
と
輸
入
量
は

一
九
四
三
／
四
四
年
に
は
二
二
二
五
カ
ロ
リ
ー
の
供
給
が

可
能
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
戦
前
の
消
費
量
か
ら
た
っ

た
二
％
し
か
落
ち
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

支
配
的
に
な
っ
た
配
給
や
、
推
定
さ
れ
る
違
法
な
消
滅

の
呂
日
胃
巴
屋
①
ｍ
巴
島
の
邑
口
８
国
ｐ
８
に
し
た
が
っ
て
、

消
費
量
は
約
一
七
五
カ
ロ
リ
ー
減
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
差
は
、
備
蓄
が
さ
ら
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
連
合
国
に
よ
る
封
鎖
を
予
期
し
備
蓄
を
強

化
す
る
た
め
、
配
給
が
最
小
限
度
に
ま
で
切
り
詰
め
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
備
蓄
の
大
部
分
が
米
で
あ

（
沼
）

り
、
砂
糖
と
保
存
加
工
さ
れ
た
魚
で
補
わ
れ
て
い
る
。

一
○
四



表3日本本国の米穀供給と消費1939-1945

戦
時
期
の
外
米
輸
入

939-194(】

－－一一一一一一一一一一

1940-1941

－一一一一一一一一一4■ー

●一一一一一韓一＝ー＝ー

1942-1943

－－一一一一一一一一一一

今一一一一一一●ーｰ1■＝

1944-1945

原注：。’非食用、消失、廃棄などを含む。

．2「東洋経済新報経済年鑑」1941年、148頁。

o3JapanTimesandAdvertizer，l5Marchl942・

筆者注：（1）原表Table25("THEFOODPOSITIONOFJAPAN'!,43頁）より作成。

（2）右側の供給・利用の欄は、石に換算した数値である（1石=0.15ﾄﾝ)。

と
を
想
定
し
て
、
米
、
お
よ
び
砂
糖
や
保
存
用
の
魚
で
補
わ
れ

た
食
糧
備
蓄
を
用
意
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

本
報
告
書
の
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
次
の
よ
う
な
分
析
を
根

拠
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
本
報
告
書
が
算
出
す
る
日
本
の
米
の

備
蓄
量
は
、
あ
く
ま
で
推
測
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

生
産
量
や
、
配
給
さ
れ
た
消
費
量
の
数
値
は
比
較
的
信
頼
性
が

高
い
が
、
輸
入
量
や
法
定
外
の
消
費
量
に
つ
い
て
は
誤
差
の
余

地
が
広
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
報
告
書
は
、
備

蓄
を
最
大
に
見
積
も
る
場
合
、
つ
ま
り
効
率
的
な
生
産
と
配
給

統
制
、
お
よ
び
高
水
準
の
輸
入
が
実
現
し
た
場
合
と
し
て
仮
定

Ａ
、
お
よ
び
、
よ
り
低
位
の
配
給
、
低
水
準
の
輸
入
し
か
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
と
し
て
仮
定
Ｂ
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
導
か
れ
る
推
計
が
、
本
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
原
表
に
即
し

（
ね
）

て
作
成
し
た
表
３
で
あ
る
。
仮
定
Ａ
は
輸
入
が
多
く
、
消
費
が

少
な
く
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
戦
時
統
制
が
効
果
的
に
作
用
し

た
場
合
を
、
仮
定
Ｂ
は
そ
の
逆
を
想
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
報
告
書
が
着
目
す
る
の
は
、
次
年
度
へ
の
繰

越
量
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
３
の
輸
入
量
と
繰
越
量
（
同
表

一
○
五

割当配給手段 日本在住

人口推計

('’㈹0人）

年間1人あたり消失

量推計・’

(石）（ﾄﾝ）

供給（1,000ﾄﾝ）

前年度

より持

越

生産 輸入 供給

合計

不足が感じられはじめる 1,242.2 9,633寧21,430.2 12,305

多くの地域社会で地域的

な割当配給が導入される

71,450仮定A

仮定B

1.08

1.10

0.158

0.161
593拳2 10，086．2

2,350

2,282.3

13,029

12,961

東京・大阪・神戸で割当

配給が制度化される

71,600仮定A

仮定B

１
１
６
８
Ｊ
』
0.154

0.156

1,643

1,366
8,903摩2

3,400

3.200

３
３
１
１
946

469

1942年2月に全国的に割

当配給制度が導入される

71,750仮定A

仮定B

１
１
４
６
Ｊ
』
0.149

0.152

2,771

2,085
8,055雲3

3,550

3,350

４
３
１
１
376

490

米代用食の割合が徐々に

高まる

71,900

72,000

72,000

仮定A

仮定B

仮定A

AB平均

仮定B

仮定A

AB平均

仮定B

0.98

1.01

０
０
０

)1

)3

)5

０
０
０

Ｏ
２
４

ｊ
Ｊ
ｊ

0.143

0.146

0.133

0.136

0.139

0.132

0.135

0.137

3,388

2,292

74

4,()43

3,112

6,416

5,128

3,835

9,766寧4

9,197覇5

8,737箪6

2,200

1,750

伽
別
帥

1,400

1,100

800

15,354

13,808

16,071

14,990

13.909

６
４
３

１
１
１

553

965

372



微
J◆､､

1年あたり

(トン）

791､603

950

369

350

625

日
》
４
士
咽
４
㎡
』
３
Ｒ
Ｊ35

－

1,211,273

2,131,273
－

000

000

000

727

に
は
、
石
に
換
算
し
た
数
字
を
補
記
し
た
）
を
表

１
の
数
値
と
比
較
す
る
と
、
生
産
量
に
つ
い
て
は

大
き
な
差
は
な
い
が
、
輸
入
量
・
繰
越
量
は
表
３

の
数
値
が
表
１
よ
り
大
き
く
上
方
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
、
輸
入
量

に
つ
い
て
は
一
九
三
九
年
度
は
ほ
ぼ
一
致
し
、

四
○
年
度
も
乖
離
は
小
さ
い
が
、
四
一
年
度
以
降

差
が
拡
が
っ
て
い
く
。
表
３
の
数
値
は
、
Ａ
・
Ｂ

と
も
に
、
表
１
と
ほ
ぼ
同
様
に
増
加
・
減
少
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
量
は
表
１
よ
り
遙
か

に
大
き
な
数
値
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
米
国
側
が
日
本
国
内
の
生

産
量
に
つ
い
て
は
比
較
的
正
確
に
把
握
し
て
い
た

が
、
本
報
告
書
に
も
輸
入
量
に
つ
い
て
は
「
誤
差

の
余
地
は
広
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
輸

移
入
量
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
国
内
の
情
報
源
を

み
て
も
、
生
産
量
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
面
な
ど
に

一

○
ユ今

ノ、

その他豆類 砂糖

1日1人

あたり

消費.1

(9)

1年あたり

(トン）

1日1人

あたり

消費･’

(9)

1年あたり

(トン）

1日1人

あたり

消費蓮1

(9)

236,825 442,617

５
５
１
１

3,285

411

28

28

6,132

766

50

50

10

1

５
５
１
１

42.705

13,688

28

28

79,716

25,550

50

50

142

45

５
５
１
１

8,184

10．663

28

28

15,277

19,903

50

50

５
５
５

１
１
１

15,823

16,036

10,556

28

28

28

29,536

29,934

19,704

50

50

50

15 31,819 28 59396 50 l妬

15 83,655 28 156703 50 281

178,360 293769 419

17 34,810 28 57334 40 81

17 143.550 28 236435 40 337

415,185

415,185

96,000

511,185

736.386

24,000

760,386

289

225

514

2

000

000

000

815

136

814

950

189

000

000

000

614

2,210

200

2.410

278



表4日本の食糧需給1943-44主穀類、野菜類、動物

グループ別

人口 1年あたり 1年あたり

(人） (トン） (トン）

非農家人口

｜特別重労働｜男

｜女
トー－－．-一一一一一唾一口一一・■一'■■'■-0,--◆'■－0■－－字一一口

｜ 重労働｜男

｜女
b一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一・・一

｜老人60歳以上｜男

｜女
トーーーーーー一一一一・一一一一一一一一一一一一一◆一一一一一一一一一

｜ 子供’0-2歳

’3-5歳

’6-7歳
b一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一◆‘■･一一一一一一一=

｜ 青年’12-17歳

｜普通の消費者、軍人

農家人口

i子供10-7歳

Iその他、男女

消費量合計

米配給の代用品として消費

総消費量

食用以外の消費

総消費量

国内生産量

輸入超過（＋）／輸出超過（△）

総供給量

ストック増減．2

43,255,500

600,000

75,000

7,800,000

2,500,000

1,494,800

1,947,500

2,890,000

2,929.000

1,928,000

5,811,766

15,279,434

28,744,500

5,610,000

23.134.500

即
一
知
皿
一
畑
妬
一
細
罐
一
恥
唖
皿
一
齢
一
畑
一
剛
一
皿
一
報

９
？

？
？
少
や
？
ロ
ワ
リ
７
７
０
■

だ
－
６
－
妬
”
一
陥
幻
一
瓠
犯
創
一
侭
一
師
一
妬
一
別
一
妬

４
－
唇
－
１
曇
３
↓
－
２

－
一
一
一
口

一
一
口
一
一

一
一
一
一
一

一
一
口
一
一

』
一
ら
一
一

一
一
口
一
一

5,441,796

127,020

12,319

1,281,150

365,000

174,593

213,251

137,130

187,090

175,930

648,518

1,919,795

3,577,332

368,577

3.208.755

戦
時
期
の
外
米
輸
入

一
副
細
一
細
細
一
卸
釧
一
ｍ
蛎
郷
一
伽
一
池
一
一
脚
一
卸

ロ マ ロロ

ロ 凸一 一

卿
一
一
一
』

●
一
一
一
一

』
一
一
一
一

一
『
一
一
一

刈
鋤
一
釦
釦
一
訓
測
一
鋤
測
鋤
一
鋤
一
訓

口 幸 』一 一 口

一一 口一勺 毎

つ
一
口
一
』
一

』
一
』
一
一
一

５
｝
５

２
－
３

9,019,128

△527,741

8,491,387

1,321,000

9.812.387

820,381

125,619

946,000

222,000

1.168,000

原注：．l特別許可や非合法的な消費を含む、米代用の特別許可を含まない。

．2実際のレベルではなく増減のみに言及する。

筆者注：（1）原表Table26(!ITHEFOODPOSITIONOFJAPANI',44～46頁）より作成。

（2）17品目の内から上記の舶目を抜革して表示した。

公
表
さ
れ
る
が
、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
頃
か

ら
は
、
輪
移
入
の
数
量
に
つ
い
て
は
報
じ
ら
れ
な

く
な
る
。
農
林
省
や
食
糧
管
理
局
が
発
行
す
る
官

製
資
料
に
つ
い
て
も
、
輸
移
入
に
つ
い
て
の
数
値

が
公
表
さ
れ
る
の
は
一
九
三
九
～
四
○
年
ま
で
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
に
、
植
民
地
米
移
入
の
激

減
に
つ
い
て
は
正
確
な
数
値
が
え
ら
れ
ず
、
過
去

の
趨
勢
か
ら
実
際
よ
り
上
方
に
シ
フ
ト
し
た
移
入

推
計
量
に
、
外
米
輸
入
推
定
量
が
加
算
さ
れ
て
過

大
な
数
値
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
こ
れ

が
繰
越
量
算
出
の
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
植

民
地
米
移
入
量
の
激
減
は
、
米
国
側
の
想
定
を
大

き
く
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
農
林
省
・
食
糧
管
理
局
の
需
給
関

係
の
数
値
の
方
に
信
瀝
性
が
あ
る
と
は
即
断
で
き

な
い
が
、
そ
れ
ら
が
戦
後
に
官
製
資
料
と
し
て
発

（
帥
）

表
さ
れ
た
数
値
で
あ
り
、
ま
た
、
現
存
す
る
同
時

期
の
諸
書
類
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮

一
○
七



（
別
）

す
れ
ば
、
当
時
の
実
際
の
食
糧
需
給
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
米
国
側
の
「
過
剰
な
備
蓄
」
と
い
う
評
価
を
必
ず
し
も
す
べ
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
報

告
書
の
数
値
は
過
大
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
要
旨
」
に
あ
る
よ
う
な
、
一
九
四
五
年
度
に
お
い
て
も
「
日
本
は
ほ
ぼ
二
年
間
、
効
果
的
な

封
鎖
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
ほ
ど
の
備
蓄
は
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
○
～
四
三
年
の
外
米
輸
入
は
、
激
減
す
る
植
民
地
米

供
給
を
補
い
、
な
お
一
定
の
繰
越
量
を
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
り
、
第
一
節
に
み
た
よ
う
に
、
徹
底
し
た
節
米
と
あ
わ
せ
て
、

備
蓄
の
拡
充
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
本
報
告
書
は
、
米
の
ほ
か
十
数
種
の
食
糧
に
つ
い
て
一
九
四
四
年
度
の
需
給
状
況
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
れ
が
表
４
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
原
表
に
は
米
・
小
麦
・
大
豆
・
そ
の
他
豆
類
・
甘
薯
・
馬
鈴
薯
・
野
菜
類
・
海
草
類
・
果
物
・
砂
糖
・
油
脂
・
魚
・
肉
・

卵
・
牛
乳
・
乳
製
品
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
生
産
・
消
費
の
需
給
状
態
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
米
・
大
豆
・
そ
の
他
の
豆
類
・
砂
糖
・

魚
の
み
を
示
し
た
。
消
費
量
は
、
①
農
家
・
非
農
家
、
職
業
・
年
齢
・
性
別
に
よ
る
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
消
費
量
の
合
計
に
、

②
米
の
代
用
品
と
し
て
の
消
費
量
が
加
え
ら
れ
（
米
の
場
合
は
代
用
品
が
配
給
さ
れ
た
分
だ
け
、
米
消
費
量
が
減
じ
た
の
で
負
の
数
値
に
な
っ

て
い
る
）
、
さ
ら
に
、
③
食
用
以
外
の
消
費
量
が
加
算
さ
れ
た
。
供
給
は
生
産
量
と
輸
移
入
量
の
合
計
で
あ
る
。
米
に
つ
い
て
み
る
と
、
総

供
給
量
の
う
ち
一
五
％
が
輸
入
で
あ
り
、
そ
の
輸
入
の
う
ち
三
分
の
二
が
備
蓄
の
追
加
に
回
さ
れ
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
年

度
の
実
際
の
輸
入
量
は
、
四
八
○
万
石
（
七
二
万
ト
ン
）
に
過
ぎ
ず
、
同
表
の
輸
入
超
過
量
一
七
五
万
ト
ン
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
本
報
告
書
は
大
豆
供
給
の
三
分
の
二
、
そ
の
他
豆
類
供
給
の
四
五
％
が
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
砂
糖
は
供
給
の

八
五
％
を
輸
入
す
る
が
、
う
ち
二
○
％
は
備
蓄
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
、
魚
に
つ
い
て
は
一
○
％
の
輸
入
が
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
量
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
米
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
量
の
輸
入
が
あ
る
も
の

の
、
次
年
度
へ
の
繰
越
量
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加
の
趨
勢
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
原
表
に
表
示
さ
れ
て
い
る
総
て
の
食
糧
に
つ
い
て
、
輸
入
量

一
○
八



表5差引輸入量とストック増減1943-44年

(ﾄﾝ）

ストック増減

+1,131,613

＋235,944

+152,000

+2,815

+1,103

-600

+1,095

+189,614

+1,664

＋278,727

＋2,630

＋42

＋898

+1,050

米

小麦・大麦

大豆

その他豆類

甘薯

馬鈴薯

野菜類

海草類

果物類

+1,747,000

＋50,000

+920,000

+225,000

+100,000

＋81,400

+70,000

+200,000

+15,000

戦
時
期
の
外
米
輸
入

砂糖

油

色

肉

卵

牛乳

乳製品

筆者注：原表Table26(!ITHEFOODPOSITIONOFJAPANII,
44～46頁）より作成。

と
備
蓄
の
増
減
の
欄
を
み
た
の
が
、
筆
者
が
作
成
し
た
表
５
で
あ
る
。

米
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
食
糧
の
備
蓄
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

れ
が
輸
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
本
報
告
書
は
主
張
し
て
い

（
躯
）

ブ
（
》
○

さ
ら
に
、
分
析
は
府
県
段
階
に
お
り
て
、
府
県
別
の
食
糧
生
産
と
消

費
を
熱
量
で
算
出
し
て
お
り
、
生
産
・
消
費
の
過
不
足
を
表
示
し
て
い

る
（
表
６
）
。
本
報
告
書
は
、
ま
ず
、
九
州
の
福
岡
か
ら
東
へ
、
本
州

の
南
岸
を
東
京
へ
の
び
る
地
帯
を
不
足
地
域
と
す
る
。
福
岡
県
・
広
島

県
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
京
都
府
・
和
歌
山
県
・
愛
知
県
・
長
野
県
・

山
梨
県
・
神
奈
川
県
・
東
京
都
で
あ
り
、
一
人
一
日
あ
た
り
七
○
○
～

二
○
○
○
カ
ロ
リ
ー
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
と
す
る
。
一
方
、
最
も
多

く
の
余
剰
の
あ
る
府
県
は
、
九
州
中
南
部
の
鹿
児
島
県
・
熊
本
県
・
宮

崎
県
・
佐
賀
県
・
福
岡
県
南
部
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
香
川
県
・

岡
山
県
、
京
都
府
に
隣
接
す
る
滋
賀
県
、
東
京
近
郊
の
埼
玉
県
・
千
葉
県
．

茨
城
県
・
栃
木
県
の
大
半
と
群
馬
県
の
一
部
、
お
よ
び
東
北
の
宮
城
県

と
北
海
道
で
あ
っ
た
。
余
剰
は
北
海
道
・
千
葉
県
・
茨
城
県
の
順
で
大

き
く
、
こ
れ
ら
の
道
・
県
で
は
一
人
一
日
あ
た
り
一
○
○
～
一
○
○
○

カ
ロ
リ
ー
相
当
の
余
剰
を
生
み
出
し
た
と
い
う
。

一
○
九



表6府県別食糧過剰・不足.！

(1935,37,39年、消費に供された全食料の平均).2

年平均

過剰･不足

カロリー、

米換算

嬢2

（1.㈹0ﾄﾝ）

主要な過剰作物

*3

年平均過

剰･不足

カロリー、

米換算

率2

(1,MOﾄﾝ）

主要な過剰作物

事3

1人1日あ

たり平均

過剰･不足

カロリー

率l

（カロリー）

1人1日あ

たり平均

過剰･不足

カロリー

摩l

（カロリー）

九州 東海道

石川

富山

岐阜

三重

愛知

静岡

関東

長野

山梨

神奈川

東京

埼玉

群馬

千葉

茨城

鹿児島

宮崎

熊本

大分

福岡

佐賀

長崎

＋450

＋130

＋469

－14

－728

＋928

－158

４
１
５
１
７
５
２

打
Ｈ
捕
一
却
捕
毛

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｂ
Ｂ

Ｆ

Ｎ
Ｎ

Ｐ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｓ

罪
艶
Ｒ
Ｒ
Ｗ
Ｒ
肥

５
８
８
４
４
９

１
６
４
７
９
５

２
６
４
２
８
５

＋
＋
’
一
一
一

６
４
４
３
７
４

１
５
５
３
６
１

＋
＋
一
｜
ワ
』
で
１

Ｆ
Ｒ

R

SP,FR,F

四国 －724

－811

－1，344

－1，965

＋96

－381

＋1,038

＋915

－125

－54

－261

－1，355

＋16

－49

＋174

＋147

高知

愛媛

徳島

香川

４
２
０
８

５
４
０
９

４
３
５
１

一
一
一
十

３
８
８
６

３
３
３
１

’
’
一
十

B

NB,FR

NB

W,NB

Ｆ

Ｖ
，
９
両
脾
八

Ｖ
Ｆ
Ｓ

野
野
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｗ
Ｂ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｒ
Ｖ
Ｗ
Ｒ

中国

山口

広島

３
５
皿
劉

－16

－158

F

島根

岡山

鳥取

栃木

新潟

－296

＋127

－81

２
６
４

毛
刊
一

Ｗ
？

Ｒ
Ｒ
Ｒ

＋280

＋307

＋33

＋65

東北

近畿 福島

宮城

山形

岩手

秋田

青森

－210

＋250

＋231

＋24

＋325

－43

３
３
７
３
３
４

号
掲
也
十
十
一

B

R,B,F

R

SB,F,B

R

FR,F

兵庫

大阪

和歌山

奈良

京都

福井

滋賀

４
９
５
６
８
８
０

伽
拓
釣
弘
鋺
到
拓

１
１
一
一
１
＋

－305

－822

－60

－2

－245

－3

＋33

FR

北海道R ＋879 ＋285MG,SB,OB,IP

F,M,DP

原注：”l「過剰」と「不足」は、（1）各府県において穀物､および食用に供される産物（例えば､飼料･種子･製粉･屑肉・

流通過程の浪費、工業原料であり、各府県により定められる割合により算出されるものを控除する）の集計熱量、

および(2)消費の集計熱量(各府県ともに1人1日あたり2,270のunik)rmbasisで算出される)の差として定義される。

、2次の17の産物、米・小麦・大麦・裸麦・その他の穀類・大豆・その他のマメ類・甘薯・馬鈴薯・砂糖・野菜・

果物・魚・肉・卵・乳製品の合計である。これらの産物の総熱量は、カバーされない食料産物（油脂・鯨肉・水

産養殖など）を見込んで、各府県とも5％増加されている。

＊3注(1)に示されたように、しかし単一の産品として、算出される。実際に搬出された過剰は、府県間には特

定の食物消費の格差があることにより、算出された数値より大きいかも知れないし小さいかも知れない。

R：米、W：小麦、B：大麦、NB：裸麦、MG：その他穀類、SB：大豆、OB：その他豆類、SP：甘薯、

IP：馬鈴薯、V：野菜類、FR：果物類、F：魚類、S：砂糖、M：牛乳、DP：乳製品。

筆者注：（1）原表Table27(''THEFOODPOSITIONOFJAPANi',49～50頁）より作成。

（2）ブロック、府県の配列は原表通りとした。

一
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（
２
）
’
九
四
三
年
二
月
の
調
査
報
告

と
こ
ろ
で
、
本
報
告
書
に
先
立
ち
、
国
務
省
ロ
ｇ
胄
言
］
①
員
呉
聾
里
の
の
ド
ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ロ
○
目
匡
く
．
臣
日
日
に
よ
る
報
告
書

（
鯛
）

二
］
シ
も
シ
ｚ
碩
甸
○
○
口
の
自
己
甸
甸
勺
○
四
弓
○
三
一
｜
が
一
九
四
三
年
二
月
五
日
付
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
一
九
三
九
年
か
ら
活
発

化
す
る
日
本
の
外
米
輸
入
に
つ
い
て
、
本
報
告
書
と
ほ
ぼ
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
報
告
書
も
、
戦
時
下
の
日
本
の
食
糧
事
情
に
つ
い
て
、

米
、
小
麦
・
大
麦
・
裸
麦
、
砂
糖
、
お
よ
び
そ
の
他
の
食
糧
品
の
生
産
・
輸
入
・
消
費
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
米
に
つ
い

て
の
分
析
結
果
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
三
九
年
の
米
穀
需
給
逼
迫
以
来
の
外
米
輸
入
、
お
よ
び
備
蓄
に
つ
い
て
、
こ
の
四
三
年
二
月
の
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 （

１
）
日
本
本
国
に
お
け
る
米
の
生
産
は
、
現
在
の
配
給
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
国
内
消
費
の
必
要
量
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
植

民
地
か
ら
の
移
入
を
含
め
て
も
、
近
年
の
総
供
給
は
一
九
四
二
／
四
三
年
の
消
費
見
積
よ
り
お
よ
そ
六
○
○
万
石
下
回
っ
て
い
る
。

（
２
）
外
国
か
ら
大
量
に
輸
入
す
る
結
果
と
し
て
、
日
本
は
手
元
の
備
蓄
を
、
米
穀
年
度
末
に
平
常
の
繰
越
量
で
あ
る
約
八
○
○
万
石

の
二
倍
に
近
い
量
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
は
、
た
と
え
現
在
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
全
く
寸
断
さ
れ
た

と
し
て
も
、
生
産
の
相
当
な
低
下
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、
そ
の
備
蓄
は
現
状
で
は
数
年
間
の
①
く
①
邑
語
胃
の
耐
え
る
に
十
分
で
あ
る
。

（
３
）
日
本
は
現
在
の
備
蓄
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
一
九
四
三
年
度
に
は
、
米
を
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
輸
入
す
る
と
い
う
政
策
を
続

（
馴
）

け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

戦
時
期
の
外
米
輸
入

一
一
一



一
九
四
二
年
度
末
の
繰
越
量
は
、
表
１
に
よ
れ
ば
四
三
九
万
石
で
あ
り
、
こ
の
四
三
年
二
月
の
調
査
報
告
が
推
定
す
る
一
五
○
○
万
石

は
か
な
り
過
大
で
あ
る
。
「
平
常
の
繰
越
量
」
も
、
四
二
～
四
四
年
当
時
は
急
速
に
低
下
し
て
い
た
。
三
九
年
以
降
の
移
入
量
の
数
値
は
、

四
五
年
四
月
の
報
告
書
と
同
様
に
、
実
際
よ
り
も
過
大
に
推
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
検
討
し
て
い
る
四
五
年
四
月
の
報
告

書
は
、
こ
の
四
三
年
二
月
の
報
告
書
な
ど
も
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
’
九
四
五
年
度

本
報
告
書
の
Ｖ
は
、
ま
ず
一
九
四
四
年
産
米
の
収
穫
量
が
九
○
○
万
ト
ン
に
二
○
～
三
○
万
ト
ン
足
り
な
い
と
表
現
し
て
お
り
、
こ
れ
は

一
九
三
九
年
の
秋
に
起
き
た
事
態
は
、
消
費
制
限
ほ
か
の
措
置
を
政
府
に
迫
っ
た
。
一
九
四
○
年
の
春
に
は
、
大
量
の
輸
入
外
米
が

仏
印
・
タ
イ
・
ビ
ル
マ
か
ら
到
着
し
は
じ
め
た
。
こ
の
輸
入
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
年
度
末
〔
一
九
四
二

年
一
○
月
三
一
日
〕
に
お
け
る
手
元
の
備
蓄
は
、
平
常
の
繰
越
量
八
○
○
万
石
と
比
較
す
れ
ば
、
推
定
一
五
○
○
万
石
に
到
達
し
た
。

大
都
市
の
倉
庫
に
よ
る
米
の
大
規
模
な
貯
蔵
は
、
一
九
四
二
年
六
月
に
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
空
襲
に
よ
る
輸
送
手

段
の
重
大
な
損
傷
に
そ
な
え
て
、
民
間
人
へ
の
十
分
な
供
給
を
保
障
す
る
た
め
に
施
行
さ
れ
た
。
特
別
の
倉
庫
が
、
緊
急
の
場
合
に
は

都
市
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
指
定
さ
れ
て
お
り
、
米
の
取
引
業
者
は
配
給
に
従
事
す
る
た
め
訓
練
さ
れ
た
。
米
供
給
が

異
常
に
多
量
で
あ
る
と
い
う
さ
ら
な
る
証
拠
は
一
九
四
二
年
の
冬
期
に
認
め
ら
れ
た
。
目
撃
者
た
ち
は
神
戸
に
お
け
る
外
米
の
倉
庫

（
弱
）

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
保
管
場
所
と
し
て
鉄
道
貨
物
シ
ェ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

三
一
九
四
四
／
四
五
年
の
変
化
（
Ｖ
）
と
一
九
四
五
／
四
六
年
へ
の
展
望
（
Ⅵ
）

一
一
一
一



ほ
ぼ
表
３
の
数
値
五
八
五
六
万
石
（
八
七
八
万
ト
ン
）
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
五
年
度
の
米
の
輸
移
入
量
に
つ
い
て
、
「
米
の
輪

（
髄
）

入
量
は
三
分
の
一
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
推
定
量
の
二
○
万
ト
ン
よ
り
大
幅
に
減
少

し
て
僅
か
二
四
万
ト
ン
（
一
五
七
万
石
）
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
表
１
）
。

さ
ら
に
、
四
五
年
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
本
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

一
九
四
四
／
四
五
年
に
お
け
る
食
糧
輸
入
の
見
通
し
の
前
提
は
、
備
蓄
を
保
持
す
る
た
め
の
食
糧
輸
送
に
や
や
高
い
優
先
順
位
を
与

え
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
①
一
九
四
五
年
の
生
産
量
の
ほ
ぼ
確
実
な
減
少
、
②
起
こ
る
で
あ
ろ
う
一
九
四
六
年
の
さ
ら
な
る

減
少
、
③
日
本
の
都
市
へ
の
空
爆
に
よ
る
現
存
備
蓄
の
部
分
的
破
壊
の
危
険
性
、
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
食
糧
輸
入
量
が
最

優
先
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
陸
で
獲
得
で
き
る
と
み
ら
れ
る
供
給
量
は
、
見
積
も
り
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
米
を
ｌ
特
に
中
国

か
ら
ｌ
輸
入
す
る
に
十
分
な
ほ
ど
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
産
物
（
商
品
）
の
見
通
し
は
、
中
国
か
ら
の
小
麦
の
可
能
性

を
除
け
ば
、
事
実
上
す
べ
て
の
利
用
可
能
な
余
剰
分
を
輸
入
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

砂
糖
を
除
け
ば
、
今
年
〔
一
九
四
五
年
〕
の
配
給
は
お
お
む
ね
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
輸
送
と
流
通
の
問
題
か
ら
、
大
都

市
の
都
心
で
配
給
が
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
証
拠
が
あ
る
。
他
方
で
、
特
に
米
以
外
の
食
品
に
つ
い
て
、
流
通
統
制
が

弱
体
化
し
て
い
る
兆
候
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
非
合
法
な
消
費
の
量
が
お
そ
ら
く
増
加
し
て
い
る
。
配
給
消
費
量
と
制
度
外
消
費
量
を

合
わ
せ
れ
ば
、
一
九
四
三
／
四
四
年
と
ほ
ぼ
同
等
と
推
定
さ
れ
る
。
日
本
の
需
要
は
、
現
在
の
生
産
量
と
輸
入
量
で
お
お
む
ね
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
結
果
、
繰
越
備
蓄
は
利
用
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
の
繰
越
に
著
し
い
増
加
が
み
ら
れ

（
師
）

な
い
と
い
う
点
で
、
一
九
三
八
／
三
九
年
以
降
、
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
の
年
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

戦
時
期
の
外
米
輸
入

一
一
一
一
一



（
２
）
’
九
四
六
年
度

一
九
四
五
年
四
月
に
作
製
さ
れ
た
本
報
告
書
は
、
最
後
に
Ⅵ
に
お
い
て
翌
四
六
年
度
へ
の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。
本
報
告
書
の
推
計
に
よ

れ
ば
、
同
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
た
備
蓄
量
は
玄
米
五
二
三
万
ト
ン
で
、
そ
の
他
に
砂
糖
・
小
麦
・
大
麦
・
大
豆
・
魚
に
よ
り
一
○
五
万
石
相

当
（
玄
米
換
算
）
、
合
計
六
二
八
万
ト
ン
の
備
蓄
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
、
推
定
さ
れ
る
年
間
不
足
量
の
一
・
六
倍
に
当
り
、
し
た
が
っ
て
、

な
お
日
本
本
国
は
、
消
費
量
を
少
し
減
ら
せ
ば
、
ほ
ぼ
二
年
間
、
「
効
果
的
な
封
鎖
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
判
断

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
こ
の
「
過
剰
備
蓄
」
が
「
実
際
に
は
既
述
の
〔
数
値
の
〕
た
っ
た
半
分
で
あ
る
可
能
性
を
留
意
」
し
た
と
し
て

も
、
「
日
本
は
約
一
年
間
、
輸
入
な
し
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
推
定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
推
定
に
は
い
く
つ
か
の
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
備
蓄
量
に
つ
い
て
は
「
直
接
的
な
証
拠
」
が
な
い
こ
と
、

②
日
本
農
業
は
「
大
変
脆
弱
」
で
あ
り
窒
素
肥
料
の
製
造
と
流
通
が
中
断
す
れ
ば
減
収
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
③
備
蓄
は
「
腐
敗
と
空

爆
」
と
に
よ
り
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
へ
の
食
糧
供
給
は
輸
送
・
流
通
条
件
の
悪
化
に
よ
り
落
ち
込
む
た
め
、
「
空

一
九
四
五
年
度
に
お
い
て
も
、
本
報
告
書
は
前
年
度
と
同
様
に
、
国
内
生
産
量
と
輪
移
入
量
に
よ
り
本
国
の
需
要
を
「
お
お
む
ね
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
る
」
と
判
断
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
輪
移
入
量
の
過
大
な
推
計
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
国
内
生

産
量
の
減
少
傾
向
に
つ
い
て
は
比
較
的
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
た
が
、
輪
移
入
量
は
過
大
に
推
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
繰
越
量
に
つ

い
て
は
、
四
五
年
度
に
い
た
り
は
じ
め
て
、
備
蓄
の
増
加
が
と
ま
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
本
報
告
書
は
、
日
本
政
府
が
備
蓄
の
保

持
を
は
か
る
た
め
、
そ
の
運
搬
に
与
え
て
い
た
の
は
「
最
優
先
」
さ
己
冒
５
馬
身
で
は
な
く
、
「
や
や
高
い
優
先
順
位
」
宮
吾
‐
さ
’
日
己
三
長

官
５
局
昼
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
本
報
告
書
が
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
は
、
日
本
政
府
が
相
当
の
備
蓄
を
確
保
で
き
て
い
た
と
認
識

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一

一

四



爆
の
影
響
に
よ
る
輸
送
と
流
通
の
一
部
断
絶
」
や
、
「
都
市
に
お
け
る
食
糧
備
蓄
の
破
壊
」
が
効
果
的
で
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
報
告
書
は
、
日
本
側
が
相
当
の
食
糧
備
蓄
を
維
持
し
て
い
た
と
す
る
一
方
で
、
そ
の
推
計
値
は
多
く
の
誤
差
を
含
む
可

能
性
が
あ
る
と
し
、
ま
た
、
生
産
資
材
の
不
足
、
流
通
の
麻
濾
、
空
襲
に
よ
る
破
壊
、
闇
経
済
の
発
達
な
ど
、
す
で
に
そ
の
徴
候
が
現
れ
は

じ
め
た
現
象
に
よ
っ
て
、
食
糧
供
出
・
配
給
が
破
綻
す
る
脆
さ
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
続
け
て
、
本
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
、
闇
市
場
の
発
達
を
予
想
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
経
験
を
も
と
に
、
分
配
の
偏
り
に
よ
る
「
広
範
囲
の
飢
餓
」
な
ど
も
想
定
し
て
い
る
。

戦
時
統
制
の
悪
化
や
イ
ン
フ
レ
へ
の
懸
念
は
、
農
業
労
働
者
が
合
法
的
販
路
を
と
お
し
法
定
価
格
で
農
産
物
を
市
場
に
出
す
こ
と
を

拒
む
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
労
働
者
は
そ
の
代
り
、
自
分
自
身
の
消
費
量
を
増
や
し
、
農
家
の
需
要
を
超
え
た
余
剰
を

（
明
）

蓄
え
、
闇
市
場
価
格
で
販
売
す
る
か
、
な
い
し
は
物
々
交
換
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

．
：
…
備
蓄
が
農
村
に
蓄
え
ら
れ
る
一
方
で
、
都
市
へ
の
食
糧
供
給
が
落
ち
込
む
よ
う
、
輸
送
と
流
通
を
さ
ら
に
一
層
悪
化
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
数
か
月
の
食
糧
不
足
の
拡
大
を
指
摘
す
る
報
告
は
、
全
国
に
お
け
る
一
般
的
に
き
び
し
い
備
蓄
状
況
を
示
す
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
空
爆
の
影
響
を
受
け
た
大
都
市
に
お
け
る
輸
送
と
流
通
の
一
部
断
絶
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
食
糧
備
蓄
の
破
壊

（
腿
）

を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

戦
時
期
の
外
米
輸
入

一

一

五



注

一
九
四
○
年
春
か
ら
本
格
化
し
四
三
年
ま
で
続
く
多
量
の
外
米
輸
入
に
つ
い
て
、
農
林
省
・
食
糧
管
理
局
に
よ
る
食
糧
需
給
逼
迫
へ
の
対

応
、
現
実
の
外
米
輸
入
量
の
推
移
、
東
京
な
ど
に
お
け
る
そ
の
配
給
に
つ
い
て
概
観
し
、
外
米
輸
入
に
き
わ
め
て
積
極
的
な
政
府
の
姿
勢
に

着
目
し
た
。
四
○
～
四
三
年
は
、
外
米
産
地
が
勢
力
圏
に
組
み
込
ま
れ
、
か
つ
輸
送
が
な
お
可
能
な
時
期
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
の
外
米
輸
入
が
促
進
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
外
米
輸
入
に
よ
っ
て
、
米
国
側
が
作
成
し
た
四
四
年
四
月
の
報
告
書
、
も
し
く
は

そ
れ
に
先
立
つ
四
三
年
二
月
の
報
告
書
の
推
計
値
に
は
、
は
る
か
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
が
、
同
期
間
で
最
大
七
○
○
万
石
前
後
を
保
持
し
、

そ
れ
を
消
費
し
て
不
足
を
補
填
し
な
が
ら
戦
争
末
期
に
も
二
○
○
万
石
前
後
の
備
蓄
の
維
持
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
○
年
は
じ
め
か
ら
輸
入
が
激
増
し
た
外
米
は
、
大
都
市
な
ど
の
ほ
か
各
地
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
戦
時
下
の
食
生
活
に
、

な
か
ば
強
制
的
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
下
に
、
長
期
に
わ
た
り
大
量
の
、
か
つ
長
距
離
の
輸
送
を
必
要
と
す
る

外
米
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
軍
需
輸
送
を
圧
迫
す
る
だ
け
で
な
く
、
戦
況
の
悪
化
は
直
ち
に
深
刻
な
食
糧
難
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

大
量
の
輸
入
が
は
じ
ま
る
一
九
四
○
年
か
ら
、
同
時
に
外
米
輸
入
依
存
の
．
郷
」
、
「
脱
却
」
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
検
討

は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

（
１
）
大
豆
生
田
稔
『
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
ｌ
対
外
依
存
米
穀
供
給
構
造
の

お
わ
り
に

変
容
ｌ
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
）
三
○
二
～
三
○
五
頁
、

な
ど
を
参
照
。

（
２
）
同
「
戦
時
食
糧
問
題
の
発
生
ｌ
東
ア
ジ
ア
主
要
食
糧
農
産
物
流
通
の
変

貌
ｌ
」
弓
岩
波
講
座
・
近
代
日
本
と
植
民
地
５
膨
張
す
る
帝
国
の
人
流
」

一
一
一
ハ



岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
、
一
九
○
～
一
九
一
頁
。
同
「
日
本
の
戦
時

食
糧
問
題
と
東
ア
ジ
ア
穀
物
貿
易
ｌ
日
中
戦
争
勃
発
前
後
の
米
・
小
麦

ｌ
」
亀
農
業
史
研
究
』
第
三
六
号
、
二
○
○
二
年
三
月
）
一
頁
、
な
ど
。

（
３
）
食
糧
庁
（
松
田
延
一
）
『
日
本
食
糧
政
策
史
の
研
究
第
一
巻
～
第
三
巻
』

（
一
九
五
一
年
）
、
ほ
か
に
、
農
林
大
臣
官
房
総
務
課
編
「
農
林
行
政
史

第
四
巻
』
（
一
九
五
九
年
）
な
ど
。

（
４
）
川
東
淨
弘
「
戦
前
日
本
の
米
価
政
策
史
研
究
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
九
○
）
第
四
章
、
清
水
洋
二
「
食
糧
生
産
と
農
地
改
革
」
（
大
石

嘉
一
郎
編
『
日
本
帝
国
主
義
史
３
第
二
次
大
戦
期
」
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
四
年
）
、
平
賀
明
彦
『
戦
前
日
本
農
業
政
策
史
の
研
究
’

一
九
二
○
～
一
九
四
五
ｌ
」
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
三
年
）
第
五

章
、
な
ど
。

（
５
）
玉
真
之
介
「
総
力
戦
下
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
内
食
糧
自
給
構
想
」
と
満
洲
農

業
移
民
」
『
歴
史
学
研
究
増
刊
号
」
一
九
九
九
年
一
○
月
、
な
ど
。

（
６
）
小
田
義
幸
「
戦
後
食
糧
行
政
の
起
源
ｌ
戦
中
・
戦
後
の
食
糧
危
機
を
め

ぐ
る
政
治
と
行
政
』
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
一
二
年
）
第
一
～

三
章
。
本
書
の
第
一
章
に
お
い
て
、
一
九
四
○
年
度
か
ら
活
発
化
す
る

外
米
輸
入
を
め
ぐ
る
農
林
省
・
陸
軍
省
の
対
立
、
か
っ
て
米
穀
局
長
を

つ
と
め
当
時
農
林
次
官
で
あ
っ
た
荷
見
安
の
外
米
輸
入
に
関
す
る
政
策

構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
三
九
年
二
月
三
日
、
「
外
米
の
輸
入
方
針
決
定
」
。

（
８
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
三
九
年
二
月
二
日
、
「
〃
米
穀
不
安
″
一
掃
へ
」
。

（
９
）
（
、
）
「
地
方
長
官
二
於
ケ
ル
米
穀
局
長
説
明
要
旨
」
（
『
昭
和
十
五
年

戦
時
期
の
外
米
輸
入

米
穀
対
策
関
係
書
類
綴
四
」
〈
「
荷
見
文
庫
」
Ｈ
七
七
七
〉
）
。
「
荷
見
文

庫
は
」
農
林
省
米
穀
局
長
、
同
次
官
を
つ
と
め
た
荷
見
安
の
所
蔵
文
書
。

農
林
水
産
研
究
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
Ⅱ
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
三
九
年
一
二
月
一
三
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
第
二
次
買

付
決
定
」
。

（
皿
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
一
月
四
日
、
「
初
荷
は
お
米
の
宝
船
」
。

（
過
）
「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
四
○
年
三
月
一
二
日
、
「
二
十
二
年
ぶ
り
に
市

民
の
食
膳
へ
外
米
」
。

（
Ⅲ
）
「
政
府
米
及
管
理
米
種
類
別
配
給
数
量
（
自
昭
和
十
四
年
十
一
月
一
日
至

昭
和
十
五
年
五
月
二
十
日
と
『
昭
和
十
五
年
米
穀
対
策
関
係
書
類
綴

三
」
（
「
荷
見
文
庫
」
Ｈ
七
七
六
）
。

（
咽
（
略
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
三
月
一
二
日
、
「
愈
よ
〃
霜
降
ご
飯
〃
」
。

（
Ⅳ
）
「
読
売
新
聞
三
九
四
○
年
五
月
二
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
六
割
値
段
厳
守
」
。

（
肥
）
「
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
五
月
二
日
、
「
け
ふ
か
ら
外
米
七
割
」
。

（
的
）
「
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
五
月
二
六
日
（
夕
刊
）
、
「
け
ふ
か
ら
外
米
は

五
割
四
分
」
。

（
別
）
「
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
六
月
二
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
は
七
割
／
混
入

率
ま
た
変
る
」
。

（
別
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
六
月
九
日
、
「
端
境
期
の
切
り
抜
け
に
農
林

当
局
、
確
信
つ
く
」
。

（
躯
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
六
月
一
九
日
（
夕
刊
）
、
フ
霜
降
米
″
再
登

場
／
今
度
は
二
割
四
分
」
。

（
鴎
）
「
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
六
月
二
六
日
（
夕
刊
）
、
「
ま
た
変
る
外
米
の

一

一

七



混
入
率
／
内
地
米
は
三
割
」
。

（
別
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
七
月
四
日
、
「
外
米
の
麦
飯
登
場
」
。

（
妬
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
一
○
月
二
七
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
混
合
率
二

割
三
分
へ
」
。

（
恥
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
一
九
日
（
夕
刊
）
、
「
ま
た
外
米
が
混
る
」
。

（
〃
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
一
二
月
四
日
（
夕
刊
）
、
「
麦
御
飯
は
年
内
限

り
」
。

（
邪
）
「
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
八
月
一
六
日
、
「
全
国
作
柄
『
鞘
良
」
／
外

米
脱
却
の
見
透
し
つ
く
」
。

（
別
）
前
掲
『
日
本
食
糧
政
策
史
の
研
究
第
二
巻
』
一
七
八
～
一
八
二
頁
。

（
釦
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
九
月
一
八
日
（
夕
刊
）
、
「
代
用
食
の
離
脱
を

希
望
す
る
勿
れ
」
。

（
別
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
○
年
一
○
月
二
五
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
混
合
率
低

下
に
消
費
増
加
著
し
」
。

（
羽
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
○
年
三
月
一
四
日
、
「
米
収
六
千
四
十
七
万
石
」
。

（
詔
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
月
八
日
、
「
食
糧
問
題
解
決
へ
の
途
③
座

談
会
」
。

〔
河
〕

（
弘
）
『
都
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
一
三
日
、
「
米
穀
不
安
な
し
／
湯
川
食
糧

局
長
官
言
明
」
。

（
開
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
一
三
日
、
「
外
米
輸
入
に
万
全
を
」
。

（
邪
）
「
中
外
商
業
新
報
』
一
九
四
一
年
二
月
一
三
日
、
「
外
米
確
保
に
全
力
／

湯
河
食
糧
局
長
官
答
弁
」
。

（
訂
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
一
年
二
月
一
五
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
輸
入
手
当
一

へへ

5048
……

へ

47
…

へ

46
…

（
妬
）

（
必
）

へへへへ

43424140
…………

へ

39

へ

38
…

両
年
分
確
保
」
。

『
国
民
新
聞
」
一
九
四
一
年
一
月
四
日
、
「
配
給
制
割
当
制
を
実
施
し
米

穀
消
費
規
制
を
徹
底
」
。

『
読
売
新
聞
」
一
九
四
一
年
三
月
二
日
（
夕
刊
）
、
「
米
の
供
出
、
外
米

輸
入
共
に
順
調
」
。

「
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
一
九
日
（
夕
刊
）
、
「
ま
た
外
米
が
混
る
」
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
三
月
六
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
四
割
へ
」
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
五
月
三
一
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
が
殖
え
ま
す
」
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
八
月
二
○
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
三
割
に
減
る
」
。

同
、
同
年
二
月
一
八
日
（
夕
刊
）
、
「
外
米
の
混
入
率
が
減
り
ま
す
」
。

「
米
穀
事
情
説
明
三
昭
和
十
五
年
米
穀
対
策
関
係
書
類
綴
五
貢
「
荷

見
文
庫
」
Ｈ
七
七
八
）
。

「
都
新
聞
』
一
九
四
一
年
三
月
九
日
、
「
休
日
控
え
て
／
需
給
は
順
調
／

外
米
混
合
で
喰
延
し
」
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
二
○
日
（
夕
刊
）
、
「
米
穀
に
不
安
な

し
／
外
米
は
全
部
貯
蔵
用
」
。
ま
た
、
「
外
米
が
入
り
得
れ
ば
で
き
る
限

り
こ
れ
を
貯
穀
し
将
来
の
備
へ
に
遺
憾
な
か
ら
し
め
る
む
ね
の
確
信
を

披
露
し
た
」
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
三

月
二
○
日
、
夕
刊
、
「
食
糧
対
策
は
万
全
」
）
。

『
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
四
一
年
二
月
二
三
日
、
「
社
説
・
米
穀
発
表

と
わ
が
経
済
国
力
」
。

（
蛆
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
一
年
二
月
二
二
日
、
「
井
野
農
相
談
」
。

「
中
外
商
業
新
報
』
一
九
四
一
年
二
月
二
二
日
、
「
産
米
減
少
す
る
も

一

一

八



持
越
高
で
増
加
」
。

（
別
）
井
野
碩
哉
は
一
九
四
一
年
六
月
ま
で
農
林
次
官
、
以
後
農
林
大
臣
。

（
馳
）
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
四
一
年
三
月
二
一
日
、
「
政
府
手
持
米
も
増
強

／
米
穀
政
策
不
安
な
し
」
。
な
お
、
通
帳
制
の
実
施
に
と
も
な
い
、
混
食

は
従
来
の
大
麦
・
小
麦
な
ど
に
加
え
て
、
甘
薯
・
馬
鈴
薯
・
麺
類
に
広

げ
ら
れ
た
。
「
米
の
み
が
主
要
食
で
あ
る
と
す
る
国
民
の
考
へ
を
転
換
せ

し
め
る
こ
と
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
石
黒
農
相
も
議
会
で
、
「
国

民
の
重
要
食
糧
を
米
の
み
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
麦
類
そ
の
他
に

対
し
て
も
食
糧
と
し
て
慣
れ
し
め
る
よ
う
指
導
す
る
積
り
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
二
都
新
聞
』
一
九
四
一
年
四
月
二
日
、
「
食
糧
確
保
を
如

何
す
る
か
一
三
。

（
認
）
こ
の
た
め
、
追
加
の
四
○
○
万
石
が
各
府
県
に
供
出
割
当
て
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
二
中
外
商
業
新
報
』
一
九
四
一
年
四
月
六
日
、
「
政
府
米

買
上
げ
順
調
」
）
。

（
別
）
『
朝
日
新
聞
」
一
九
四
一
年
四
月
六
日
、
「
政
府
米
を
増
強
」
。

（
弱
）
『
報
知
新
聞
」
一
九
四
一
年
三
月
一
三
日
、
「
南
へ
お
米
の
使
節
」
。

（
恥
）
（
印
）
「
都
新
聞
」
一
九
四
一
年
三
川
一
四
日
、
「
需
給
状
態
は
平
静
に
推

移
」
。

（
邪
）
（
開
）
「
読
売
新
聞
』
一
九
囚
一
年
二
月
一
三
日
、
「
南
方
に
宝
庫
／
食

糧
自
給
県
確
立
す
」
。

（
帥
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
二
年
一
月
二
日
、
「
大
東
亜
戦
完
遂
へ
④
戦
時

行
政
の
新
展
開
」
。
ま
た
、
「
日
満
」
に
よ
る
「
自
給
圏
の
確
立
を
期
す
」

必
要
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
仏
印
・
タ
イ
の
外
米
供
給
は
、
「
従
来
欧
州

戦
時
期
の
外
米
輸
入

に
向
け
て
ゐ
た
約
四
百
万
石
が
圏
内
消
費
と
な
る
」
の
で
、
「
い
よ
い
よ

長
期
戦
上
、
食
糧
に
不
安
な
し
と
断
言
し
得
よ
う
」
亀
東
京
日
日
新
聞
』

一
九
四
二
年
一
月
一
九
日
、
「
持
て
る
大
東
亜
④
」
）
、
な
ど
と
報
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
外
米
輸
入
は
楽
観
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
外
米
へ
の
過
度
の
依
存
は
、
政
府
が
折
に
ふ
れ
戒
め
る
と

こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
三
月
に
東
京
日
日
新
聞
社
が
主
催
し

た
座
談
会
に
お
い
て
、
新
聞
社
側
の
記
者
た
ち
が
、
「
南
方
に
沢
山
あ
る

物
資
〔
米
な
ど
〕
を
或
る
程
度
ま
で
分
け
て
い
た
ざ
け
な
い
も
の
か
し

ら
、
か
う
恩
ふ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」
、
「
ど
に
か
く
い
ろ
Ｉ
＼
な
意
味
で
、

も
う
少
し
お
米
を
殖
や
す
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
し
ら
、
と
い
ふ
の

が
私
た
ち
家
庭
を
持
っ
て
ゐ
る
者
の
望
み
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の

発
言
に
対
し
、
食
糧
管
理
局
米
穀
課
長
片
柳
慎
吉
は
、
「
一
部
に
は
仏
印

と
か
タ
イ
か
ら
ド
ン
ノ
、
外
米
が
入
っ
て
来
る
か
ら
、
食
糧
に
不
安
は

な
い
と
放
送
さ
れ
て
を
り
ま
す
が
、
手
放
し
の
楽
観
は
禁
物
で
す
」
と

釘
を
さ
し
て
い
た
含
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
四
二
年
三
月
一
○
日
、
「
光

明
は
あ
る
が
楽
観
は
禁
物
／
南
方
か
ら
の
お
米
）
。

（
例
）
『
中
外
商
業
新
報
」
一
九
四
二
年
一
月
一
日
、
「
増
産
せ
よ
、
節
米
せ
よ
、

勝
敗
は
銃
後
に
あ
り
」
。

（
他
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
二
年
三
月
一
七
日
、
「
南
方
米
産
国
獲
得
の
強
み
」
。

さ
ら
に
、
外
米
産
地
に
お
い
て
も
、
現
地
精
米
所
が
対
日
輸
出
用
の
操

業
を
順
調
に
開
始
し
た
と
の
報
が
伝
え
ら
れ
、
楽
観
論
を
支
え
た
二
読

売
新
聞
』
一
九
四
二
年
四
月
二
日
、
「
祖
国
へ
ラ
ン
グ
ー
ン
米
／
ビ
ル
マ

一

一

九



一
の
精
米
所
蘇
る
」
）
。

（
鮒
）
「
都
新
聞
」
一
九
四
二
年
四
月
一
七
日
、
「
南
方
米
は
優
先
的
配
給
考

慮
」
）
、
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
二
年
四
月
一
七
日
、
「
〃
南
方
米
″
日
本
に

優
先
供
給
」
。

（
“
）
「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
二
年
四
月
二
六
日
、
「
仏
印
対
米
の
輸
入
順
調
／

湯
河
食
糧
局
長
官
帰
朝
談
」
。

（
開
）
「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
二
年
四
月
月
二
九
日
、
「
南
か
ら
お
米
／
湯
河
長

官
の
視
察
談
」
。

（
髄
）
『
都
新
聞
』
一
九
四
二
年
五
月
二
日
、
「
座
談
会
・
主
要
食
糧
品
の
確

保
と
配
給
（
２
）
南
方
米
に
楽
観
は
禁
物
」
。
企
画
院
で
生
活
必
需
品

の
統
制
を
担
当
す
る
第
四
部
の
第
一
課
長
平
田
左
武
郎
も
座
談
会
で
同

様
の
発
言
を
し
て
い
る
亀
都
新
聞
』
一
九
四
二
年
五
月
一
九
日
、
「
座

談
会
・
主
要
食
料
品
の
確
保
と
配
給
（
９
）
食
糧
の
前
途
憂
な
し
」
。
）

（
師
）
『
読
売
新
聞
」
一
九
四
一
年
二
月
一
三
日
、
「
南
方
に
宝
庫
／
食
糧
自

給
圏
確
立
期
す
」
。

（
銘
）
「
中
外
商
業
新
報
」
一
九
四
二
年
四
月
一
九
日
、
「
上
海
の
人
口
疎
散

三
十
万
／
食
米
不
安
も
解
消
す
」
。

（
的
）
『
国
民
新
聞
」
一
九
四
二
年
八
〃
一
四
日
、
「
通
貨
と
し
て
の
米
／
東
亜

農
業
の
将
来
」
。

（
刊
）
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
四
一
年
一
二
月
一
三
日
、
「
国
民
の
辛
抱
一
つ

で
食
糧
、
毫
も
不
安
な
し
」
。

（
汀
）
「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
一
年
一
二
月
九
日
、
「
総
合
増
産
を
実
施
、
外
米

途
絶
に
も
備
ふ
」

（
掴
）
「
朝
日
新
聞
』
一
九
四
二
年
二
月
七
日
、
「
内
外
地
一
環
自
給
に
逼
進
／

外
米
は
専
ら
貯
蔵
に
充
当
」
。

（
門
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
三
年
一
○
月
一
二
日
、
「
来
年
は
外
米
脱
却
／
総

合
配
給
と
郷
士
食
で
」
。

（
刺
）
本
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
リ
サ
ー
チ
ナ
ビ
（
○
め
い
へ

の
国
司
ロ
①
ロ
画
風
日
①
昌
冒
扁
匡
帰
胃
①
四
口
・
困
隅
３
局
呂
罰
①
ロ
日
扇
）
に
よ

る
。
一
九
四
一
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、

諜
報
活
動
を
調
整
す
る
た
め
情
報
調
整
官
ｏ
ｇ
ａ
冒
胃
日
言
さ
同
日
豊
目

を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
付
設
し
た
。
情
報
調
整
局
○
齢
８
○
三
房

ｏ
８
ａ
冒
呉
日
○
重
己
日
日
豊
目
．
○
○
白
は
、
安
全
保
障
に
関
わ
る
情

報
を
収
集
・
分
析
し
、
大
統
領
や
大
統
領
の
指
定
す
る
政
府
機
関
・
職

員
に
提
供
し
た
。
同
局
に
は
研
究
分
析
部
寄
の
①
冑
９
ｍ
目
シ
畠
辱
房

卑
自
呂
が
設
け
ら
れ
枢
軸
国
の
戦
力
・
経
済
力
の
分
析
を
行
っ
た
。

組
織
は
一
九
四
二
年
六
月
に
戦
略
諜
報
局
○
鋸
に
改
組
さ
れ
、
研
究

分
析
部
も
そ
の
一
部
局
と
な
り
、
多
様
な
領
域
か
ら
九
○
○
名
の
研
究

者
が
集
ま
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
○
月
に
戦
略
諜
報
局
が
廃
止
さ
れ
た

の
ち
、
研
究
分
析
部
の
業
務
は
国
務
省
に
引
き
つ
が
れ
た
。
こ
の
資
料

群
は
、
○
○
白
研
究
分
析
部
、
○
脇
研
究
分
析
部
と
、
国
務
省
の
継
続

機
関
が
、
各
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
軍
事
に
つ
い
て
分
析
し
作
成

し
た
報
告
書
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
、
二
九
五
九
番
の
番
号
が
付
さ
れ

て
お
り
、
シ
も
勺
画
ｚ
ｐ
員
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
」
、
『
農
林

省
統
計
表
」
、
「
東
洋
経
済
」
、
『
毎
日
新
聞
』
、
『
朝
日
新
聞
」
（
東
京
・
大
阪
）
、

『
読
売
報
知
新
聞
』
な
ど
が
、
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
原
資
料

一

二

○



は
、
米
国
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
罰
の
望
、
詞
の
届
の
の
資
料
群
に

収
め
ら
れ
て
お
り
、
一
九
七
二
～
七
三
年
に
、
○
謡
の
後
掲
機
関
で
あ

る
中
央
情
報
局
Ｐ
員
屋
冒
重
肩
９
８
シ
帰
国
Ｑ
，
○
房
に
よ
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
へ
て
秘
密
指
定
が
解
除
さ
れ
、
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
文

書
群
は
、
ご
己
烏
邑
昌
も
匡
三
８
号
易
ｇ
シ
日
①
１
８
に
よ
り
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
市
販
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
国
会
図
書
館
が
こ
れ

を
購
入
し
て
い
る
。

（
布
）
こ
の
表
記
は
、
一
九
四
四
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
期
間
を
し
め
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
四
三
年
産
米
に
輸
移
入
量
が
加
わ
り
、
四
四
年
秋
ま
で

消
費
さ
れ
て
一
年
度
が
終
わ
る
と
い
う
期
間
で
あ
ろ
う
。

（
妬
）
前
掲
、
ゞ
弓
国
国
司
○
○
口
も
○
四
目
○
三
○
句
］
シ
勺
ン
ｚ
ゞ
、
一
て
く
頁
。

（
万
）
同
前
、
二
～
三
頁
。

（
耐
）
同
前
、
三
九
～
四
一
頁
。

（
刃
）
「
輸
入
旨
９
国
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
植
民
地
か
ら
の
移
入
を
合
わ

せ
た
「
輪
移
入
」
で
あ
る
。

（
帥
）
一
九
四
八
年
版
か
ら
は
じ
ま
る
「
食
糧
管
理
統
計
年
報
」
な
ど
の
数
値

に
よ
る
。

（
別
）
前
掲
、
食
糧
庁
『
日
本
食
糧
政
策
史
の
研
究
」
や
「
荷
見
文
庫
」
所
収

の
諸
資
料
と
数
値
が
一
致
す
る
。

（
肥
）
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貿
易
量
に
つ
い
て
は
米
と
同
様
に
、
推
計
値
に

は
相
当
の
誤
差
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
開
）
二
］
ン
勺
ン
三
面
句
○
○
口
の
弓
ご
甸
甸
勺
○
四
国
○
ｚ
’
一
頁
ｇ
胃
巴
さ
局
三
三
四
国

目
二
房
匿
い
の
ロ
の
①
の
⑦
局
ぐ
言
の
ご
冨
口
○
国
煙
匡
ぐ
．
Ｐ
四
日
日
ゞ
ロ
の
ロ
四
国
日
の
弓
《
具

戦
時
期
の
外
米
輸
入

聾
呉
①
己
の
溺
巴
惠
言
巨
星
ｑ
ら
金
．
罰
白
雲
詞
国
宝
は
、
米
国

国
立
公
文
書
館
の
レ
コ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
で
、
タ
イ
ト
ル
は
｜
甸
自
国
唱

ン
曾
目
言
邑
靜
門
ぐ
言
の
一
、
米
国
農
務
省
に
よ
る
世
界
各
地
の
農
業
事

情
調
査
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
う
ち
両
昌
吋
毬
シ
の
ｚ
四
国
豊
ぐ
①

幻
ｇ
ｏ
目
の
（
ご
お
‐
こ
ぶ
）
の
う
ち
、
日
本
関
係
の
書
類
が
整
理
さ
れ
た

○
○
ｚ
弓
シ
三
国
詞
＃
ざ
』
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
別
）
前
掲
、
言
シ
勺
シ
ョ
唖
甸
○
○
口
の
弓
ご
甸
司
も
○
四
国
○
三
二
、
九
頁
。

（
開
）
同
前
、
四
～
五
頁
。

（
別
）
前
掲
、
｜
｜
弓
国
国
司
○
○
口
勺
○
四
目
○
三
○
句
］
シ
石
津
ｚ
｜
「
、
五
一
頁
。
こ
の

引
用
部
分
に
は
、
「
船
積
み
の
具
合
や
太
平
洋
の
状
況
次
第
で
、
日
本
は

台
湾
と
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
輸
入
量
を
減
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
満
州
か
ら
の
大
豆
の
輸
入
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
同
前
）
。
現
実
の
輸
入
量
の
減

少
は
、
本
報
告
書
が
推
測
し
た
数
値
よ
り
大
幅
で
あ
り
、
ま
た
「
満
州
」

か
ら
の
大
豆
輸
入
の
増
加
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。

（
師
）
同
前
、
五
一
～
五
二
頁
。

（
開
）
（
開
）
前
掲
、
ゞ
弓
国
固
甸
○
○
口
勺
○
四
国
○
ｚ
○
甸
〕
シ
も
ン
ｚ
ゞ
、
五
五
頁
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
、

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
戦
争
と
食
糧
難
ｌ
太
平
洋
戦
争
前
後
に
お
け
る
食
糧

消
費
の
窮
乏
化
に
関
す
る
実
証
的
・
総
合
的
研
究
ｌ
」
（
研
究
代
表
者
・

大
豆
生
田
稔
、
課
題
番
号
二
五
三
八
○
四
四
六
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

一
一
一
一


